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一
B
5
2
沖
縄
配
備
に
着
目
し
て
一

成

田

千

尋

ハ
要
約
】
　
本
稿
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
中
の
一
九
六
八
年
二
月
に
行
わ
れ
た
沖
縄
へ
の
B
5
2
配
備
の
背
景
に
、
朝
鮮
半
島
の
安
保
危
機
が
あ
っ
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
、
そ
の
後
の
朝
鮮
半
島
情
勢
と
沖
縄
現
地
の
動
向
が
沖
縄
返
還
交
渉
に
与
え
た
影
響
を
分
析
し
た
。
沖
縄
で
は
、
B
5
2
配
備
へ
の
反
発
も
一
因

と
な
り
、
同
年
へ
一
月
の
首
長
選
挙
で
革
新
政
権
が
成
立
し
、
そ
の
直
後
に
B
5
2
墜
落
爆
発
事
故
が
起
き
た
こ
と
か
ら
、
B
5
2
撤
玄
を
求
め
一
九
六
九
年

二
月
に
ゼ
ネ
ス
ト
が
計
画
さ
れ
た
。
結
果
的
に
ゼ
ネ
ス
ト
は
圓
避
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の
事
態
か
ら
臼
米
両
政
府
は
沖
縄
返
還
が
不
可
避
だ
と
認
識
し
、

沖
縄
返
還
交
渉
が
本
格
化
し
た
。
返
還
に
よ
る
沖
縄
基
地
の
弱
体
化
を
恐
れ
た
韓
国
政
府
は
、
沖
縄
の
基
地
機
能
維
持
を
求
め
日
米
に
積
極
的
に
働
き
か

け
を
行
っ
た
。
…
九
六
九
年
四
月
に
起
き
た
北
朝
鮮
に
よ
る
米
軍
偵
察
機
E
C
盟
撃
墜
事
件
は
、
沖
縄
基
地
の
重
要
性
を
日
米
韓
各
政
府
に
再
認
識
さ
せ
、

沖
縄
住
民
が
「
即
時
無
条
件
全
面
返
還
」
を
主
張
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
九
六
九
年
一
一
月
に
基
地
機
能
を
維
持
し
た
ま
ま
の
施
政
権
返
還
が
決
定

さ
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
九
七
巻
三
号
　
一
一
〇
［
四
年
五
月

は
　
じ
　
め
　
に

沖
縄
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
中
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

米
国
の
戦
略
爆
撃
機
B
5
2
（
以
下
B
5
2
）
の
出
撃
基
地
と
な
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
B
5
2
は
、
大

陸
間
弾
道
弾
ミ
サ
イ
ル
、
潜
水
艦
発
射
弾
道
ミ
サ
イ
ル
と
と
も
に
米
国
の
総
攻
撃
力
の
三
本
柱
を
な
す
、
水
爆
も
搭
載
可
能
な
大
型
戦
略
爆
撃

機
で
あ
る
。
グ
ア
ム
基
地
に
配
備
さ
れ
て
い
た
B
5
2
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
本
格
化
し
た
一
九
六
五
年
か
ら
、
通
常
爆
弾
を
搭
載
し
ベ
ト
ナ
ム
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に
渡
洋
爆
撃
を
行
う
た
め
に
使
用
さ
れ
た
（
作
戦
コ
ー
ド
名
〉
容
ピ
戯
琶
。
沖
縄
に
常
駐
し
た
の
は
一
九
六
八
年
二
月
で
あ
り
、
沖
縄
住
民
か
ら

は
「
黒
い
殺
し
屋
」
と
し
て
忌
み
嫌
わ
れ
、
住
民
運
動
高
揚
の
大
き
な
要
因
と
な
っ
た
。
本
研
究
は
、
B
5
2
が
ベ
ト
ナ
ム
爆
撃
の
た
め
だ
け
で

は
な
く
、
朝
鮮
半
島
情
勢
の
悪
化
へ
の
抑
止
装
置
と
し
て
沖
縄
に
配
備
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
沖
縄
返
還
問
題
を
日
、
米
、

沖
縄
だ
け
で
な
く
、
ベ
ト
ナ
ム
と
朝
鮮
半
島
を
も
含
ん
だ
よ
り
広
い
文
脈
の
申
に
置
き
直
し
て
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
沖
縄
返
還
交
渉
に
つ
い
て
は
、
日
米
関
係
を
中
心
に
、
外
交
史
の
分
野
で
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
研
究
に
お

い
て
は
朝
鮮
半
島
情
勢
は
ほ
と
ん
ど
視
野
に
入
っ
て
お
ら
ず
、
沖
縄
現
地
の
動
向
も
軽
視
さ
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
沖
縄
の
住
民
運
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

に
焦
点
を
当
て
た
沖
縄
戦
後
史
研
究
の
分
野
で
も
、
B
5
2
の
配
備
が
沖
縄
の
住
民
運
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
一
方
で
、

B
5
2
が
ベ
ト
ナ
ム
爆
撃
に
使
用
さ
れ
た
と
い
う
印
象
が
強
い
た
め
に
、
B
5
2
の
沖
縄
配
備
と
朝
鮮
半
島
情
勢
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
追
究
さ

れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
一
方
、
大
韓
民
国
（
以
下
韓
国
）
が
日
米
の
沖
縄
返
還
交
渉
に
対
し
行
っ
て
い
た
外
交
交
渉
に
つ
い
て
は
、
近
年
研

　
　
　
　
　
④

究
が
進
め
ら
れ
、
沖
縄
返
還
は
、
日
米
安
保
条
約
と
韓
米
相
互
防
衛
条
約
に
基
礎
を
置
い
た
、
米
国
を
中
心
と
す
る
日
米
韓
の
安
保
協
力
三
角

関
係
（
以
下
安
保
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
）
を
最
初
に
具
体
化
さ
せ
る
契
機
と
な
っ
た
と
す
る
見
解
が
主
流
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
日
米
の

交
渉
に
沖
縄
現
地
の
動
向
が
与
え
た
影
響
が
視
野
に
入
っ
て
お
ら
ず
、
主
に
B
5
2
が
常
駐
化
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
一
九
六
八
年
初
頭
の
韓

　
　
　
　
　
⑤

国
の
安
保
危
機
以
降
の
日
米
韓
関
係
が
検
討
対
象
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
本
稿
で
は
、
朝
鮮
半
島
情
勢
、
沖
縄
現
地
の
動
向
が
日
米
を
聖
心
と
す
る
沖
縄
返
還
交
渉
に
与
え
た
影
響
に
着
目
し
て
分
析

を
行
う
。
沖
縄
返
還
交
渉
は
、
米
国
が
沖
縄
基
地
を
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
遂
行
の
た
め
に
補
給
・
出
撃
基
地
と
し
て
最
大
限
に
利
用
し
、
東
ア
ジ
ア

に
構
築
さ
れ
た
軍
事
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
い
る
時
期
に
行
わ
れ
た
。
米
国
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
介
入
は
、
同
盟
国
で
あ
る
韓
国
や
、
基
地

と
隣
り
合
わ
せ
の
生
活
を
強
い
ら
れ
て
き
た
沖
縄
の
住
民
に
も
、
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
地
域
の
情
勢
の
変
化
が
日
米
両
政

府
に
与
え
た
影
響
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
沖
縄
返
還
交
渉
を
東
ア
ジ
ア
の
地
域
史
の
文
脈
の
中
で
理
解
す
る
一
助
と
な
る
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
本
稿
で
は
、
対
象
時
期
を
韓
国
の
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
時
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
検
討
を
行
う
。
韓
国
の
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
と
安
保
危
機
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と
の
つ
な
が
り
や
、
安
保
危
機
が
罪
業
関
係
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
は
、
韓
国
で
多
く
の
研
究
成
果
が
発
表
さ
れ
て
お
り
、
韓
国
の
ベ
ト
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ム
派
兵
が
北
朝
鮮
を
刺
激
し
た
こ
と
が
、
安
保
危
機
の
一
因
と
な
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
指
摘
を
踏
ま
え
て
、
ベ
ト
ナ
ム

派
兵
以
降
の
朝
鮮
半
島
の
情
勢
変
化
が
韓
国
政
府
に
与
え
た
影
響
を
、
沖
縄
返
還
交
渉
に
対
す
る
韓
国
政
府
の
動
向
と
結
び
付
け
る
こ
と
で
、

韓
国
政
府
が
沖
縄
返
還
交
渉
に
積
極
的
に
介
入
し
た
背
景
が
、
よ
り
理
解
し
や
す
く
な
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
沖
縄
の
住
民
運
動
は
、
特
に
B

52

ﾌ
配
備
以
降
高
揚
し
、
日
米
両
政
府
を
動
揺
さ
せ
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
韓
国
政
府
に
も
影
響
を
与
え
て
い
た
。
住
民
運
動
を
中
心
と
し
た
沖

縄
現
地
の
動
向
を
、
日
米
韓
安
保
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
の
形
成
過
程
の
中
に
組
み
込
ん
で
考
え
る
こ
と
は
、
沖
縄
の
住
民
運
動
を
国
際
的
な
視
野

で
捉
え
直
す
作
業
に
も
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、
本
稿
で
は
米
国
国
務
省
な
ど
の
文
書
と
と
も
に
、
沖
縄
を
統
治
し
て
い
た
米
国
の
現
地
機
関
で
あ
っ
た
琉
球

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

列
島
米
国
民
政
府
（
α
鐸
詳
①
創
　
G
o
け
曽
け
①
ω
　
O
一
〈
一
一
　
〉
伍
ヨ
圃
富
一
ω
δ
吋
9
獣
O
降
　
O
隔
け
げ
Φ
　
黒
く
嘗
評
《
寓
　
H
ω
一
目
住
ω
　
¢
G
o
∩
り
〉
菊
）
の
文
書
を
活
用
す
る
。
⇔
ω
○
》
菊
は
一
九
五
〇

年
に
設
置
さ
れ
た
、
対
沖
縄
民
政
部
門
を
担
当
し
た
米
国
国
防
総
省
陸
軍
の
機
関
で
あ
る
。
沖
縄
の
統
治
に
関
す
る
一
般
的
問
題
を
扱
う
官
職

と
し
て
は
、
民
政
官
が
置
か
れ
て
い
た
が
、
一
九
五
七
年
か
ら
は
高
等
弁
務
官
制
が
敷
か
れ
、
高
等
弁
二
宮
が
沖
縄
現
地
の
最
高
責
任
者
と
な

っ
た
。
ま
た
、
沖
縄
住
民
の
申
央
政
府
と
し
て
は
　
九
五
二
年
に
琉
球
政
府
（
行
政
府
、
立
法
院
、
民
裁
判
所
）
が
設
立
さ
れ
、
Q
ω
○
〉
関
は
琉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

球
政
府
の
関
係
部
門
を
管
理
・
統
制
し
、
各
種
業
務
・
事
業
を
通
し
て
琉
球
政
府
及
び
沖
縄
社
会
と
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
。
本
稿
で
は

主
に
米
軍
と
沖
縄
及
び
日
本
政
府
と
の
関
係
を
調
整
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
、
¢
ω
○
〉
幻
渉
外
局
の
文
書
を
史
料
と
し
て
用
い
る
。
渉
外
局

文
書
に
は
、
渉
外
局
と
陸
軍
省
の
や
り
取
り
、
高
等
弁
務
官
・
民
政
官
と
琉
球
政
府
主
席
と
の
会
談
録
な
ど
が
含
ま
れ
て
お
り
、
沖
縄
の
状
況

－
を
米
国
政
府
が
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
重
要
な
史
料
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
か
ら
、
本
稿
で
は
、
米
国
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
へ
の
直
接
介
入
か
ら
、
佐
藤
・
ニ
ク
ソ
ン
共
同
声
明
の
発
表
に
至
る
ま
で
、
朝
鮮
半
島
情

勢
及
び
沖
縄
現
地
の
状
況
が
、
日
米
両
政
府
の
沖
縄
返
還
交
渉
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
ま
ず
は
、
米

国
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
へ
の
本
格
的
な
介
入
が
、
東
ア
ジ
ア
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
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①
　
B
1
5
2
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
B
5
2
の
表
記
で
統
一
す
る
。

②
代
表
的
な
研
究
と
し
て
は
、
宮
里
政
玄
『
日
米
関
係
と
沖
縄
一
一
九
四
五
－

　
一
九
七
二
臨
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
、
河
野
康
子
『
返
還
を
め
ぐ
る
政
治
と

　
外
交
－
日
米
関
係
史
の
文
脈
㎞
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
四
年
）
、
我
部
政

　
明
㎎
沖
縄
返
還
と
は
何
だ
っ
た
の
か
一
日
米
戦
後
交
渉
史
の
中
で
幅
（
目
本
放

　
送
出
版
協
会
、
工
○
○
○
年
）
、
『
日
米
関
係
と
安
全
保
障
㎞
（
吉
川
弘
文
館
、
二

　
〇
〇
七
年
）
、
中
島
琢
磨
『
沖
縄
返
還
と
日
米
安
保
体
制
』
（
有
斐
閣
、
二
〇
一
二

　
年
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

③
　
新
崎
盛
晦
糊
戦
後
沖
縄
史
官
（
B
本
評
論
社
、
一
九
七
六
年
）
、
中
野
好
夫
、
新

　
崎
盛
曝
隅
沖
縄
戦
後
史
㎞
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
六
年
）
が
代
表
的
で
あ
る
。

④
ヂ
徳
敏
「
課
目
皇
9
1
叶
斗
返
還
協
商
斗
韓
國
外
交
」
遊
号
号
刈
刻
。
鯉
口
司
糊
尋

　
刈
藩
邸
芒
・
丑
畠
三
一
（
一
九
九
二
年
五
月
）
、
ヴ
ィ
ク
タ
ー
・
D
・
チ
ャ
著
、
船

　
三
洋
　
監
訳
『
米
日
韓
　
反
身
を
超
え
た
提
携
』
（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
三
年
）
、
崔

　
慶
原
門
沖
縄
返
還
と
日
韓
安
保
鷹
擦
　
目
韓
安
保
関
係
の
繊
発
点
」
賢
慮
義
塾
大

　
学
大
学
院
法
学
研
究
科
『
法
學
政
治
學
論
究
一
法
律
・
政
治
・
社
会
面
七
二
（
二

　
〇
〇
七
年
三
月
）
、
小
林
聡
明
「
沖
縄
返
還
を
め
ぐ
る
韓
国
外
交
の
展
開
と
北
朝

　
鮮
の
反
応
」
竹
内
俊
隆
編
著
『
日
米
同
盟
論
一
歴
史
、
機
能
、
周
辺
諸
国
の
視

　
点
㎞
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
誤
、
二
〇
一
＝
牛
）
、
劉
仙
姫
「
転
換
期
に
お
け
る
日
米
韓

　
関
係
…
プ
エ
ブ
ロ
号
事
件
か
ら
沖
縄
の
施
政
権
返
還
決
定
ま
で
偏
『
朴
正
熈
の

　
対
日
・
対
米
外
交
一
冷
戦
変
容
期
韓
国
の
政
策
、
一
九
六
八
－
一
九
七
三
年
㎞

　
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
＝
一
年
）
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

⑤
一
九
六
八
年
一
月
に
、
北
朝
鮮
特
殊
部
隊
に
よ
る
青
瓦
台
襲
撃
未
遂
事
件
と
、

　
北
朝
鮮
が
米
国
の
情
報
収
集
艦
プ
エ
ブ
ロ
号
を
掌
聾
し
た
プ
エ
ブ
ロ
号
事
件
（
八

　
二
重
の
乗
務
員
が
拘
束
さ
れ
、
一
人
組
死
亡
）
が
相
次
い
で
起
き
た
こ
と
を
指
す
。

⑥
召
碧
剛
「
義
塾
、
司
号
、
ユ
司
エ
思
避
刈
対
」
妊
号
叫
号
野
壷
璃
㎎
叫
号
朴

　
望
辛
輪
二
七
（
二
〇
〇
入
年
五
月
）
、
叫
劇
丑
「
剛
E
園
田
聾
因
。
暑
暑
司
般
堪
明

　
碧
な
叫
磨
－
、
追
号
ロ
τ
両
三
暑
層
。
［
呈
扁
。
醇
「
朴
川
遡
朴
蟹
「
朴
川
噌
㎞
七
四

　
（
工
○
○
⊥
ハ
年
二
月
）
、
　
蚤
組
笠
T
「
ス
τ
杢
父
無
、
剛
豆
擁
ロ
組
碧
斗
回
胃
督
潮
詳
口
蚤

　
三
面
「
噌
尋
、
一
九
六
四
一
六
八
」
エ
司
朝
叫
皿
叫
列
叫
ロ
τ
刈
望
干
杢
『
叫
列
叫

　
q
干
幽
四
六
（
四
）
　
（
一
一
〇
〇
三
年
）
、
豆
。
州
「
撚
菖
「
潮
割
ロ
魁
　
　
0
1
巴
鯉
」
C
q
「
朴
副
－
遡
母

　
欄
c
q
「
朴
司
遡
㎞
八
八
（
工
○
〇
九
年
八
月
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

⑦
¢
ω
O
＞
力
文
書
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
山
崎
孝
史
「
戦
後
沖
縄
に
お
け
る
米
軍

　
統
治
の
実
態
と
地
方
政
治
の
形
成
に
関
す
る
政
治
地
理
学
的
研
究
－
平
成
　

　
七
・
一
入
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
C
）
）
研
究
成
果
報
告
書
」
平

　
成
～
九
年
三
月
、
三
－
七
頁
、
八
耳
8
り
＼
＼
芝
毒
≦
」
搾
。
ω
p
。
詳
蝉
δ
鐸
皿
o
も
＼
話
興
＼
奉

　
日
三
舞
p
＼
O
澤
鋳
霧
1
8
×
け
飽
◎
碧
鋤
も
象
y
（
二
〇
一
四
年
三
月
＝
日
閲
覧
〉
参

　
照
。

⑧
琉
球
政
府
行
政
府
の
長
で
あ
る
主
席
は
、
一
九
五
二
年
以
降
商
等
弁
務
官
の
任

　
命
制
と
な
っ
て
い
た
が
、
沖
縄
住
民
の
自
治
権
拡
大
要
求
の
商
ま
り
か
ら
、
一
九

　
六
五
年
に
立
法
院
に
よ
る
聞
接
選
挙
制
に
変
更
さ
れ
た
。
し
か
し
、
民
選
で
あ
っ

　
た
立
法
院
も
、
選
挙
に
対
し
¢
Q
Q
O
》
カ
が
米
国
支
配
に
と
っ
て
都
合
が
い
い
結
果

　
と
な
る
よ
う
選
挙
介
入
を
行
っ
て
い
た
た
め
、
民
意
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
は
言

　
い
難
く
、
住
民
は
桑
津
を
公
選
制
に
す
る
こ
と
を
求
め
続
け
て
い
た
。
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第
一
章
　
東
ア
ジ
ア
の
情
勢
変
化

第
［
節
　
韓
国
の
ベ
ト
ナ
ム
派
兵

　
韓
国
政
府
が
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
を
行
っ
た
背
景
に
は
、
米
国
に
よ
る
在
韓
米
軍
及
び
韓
国
軍
の
縮
減
政
策
と
、
国
内
で
の
日
韓
国
交
正
常
化
反

対
運
動
の
高
ま
り
と
い
う
、
二
つ
の
要
因
が
あ
っ
た
。
米
国
は
一
九
五
〇
年
代
か
ら
、
駐
韓
米
軍
と
韓
国
軍
の
二
恩
を
推
進
し
よ
う
と
し
て
お

り
、
ま
た
財
政
赤
字
解
消
の
た
め
に
、
韓
国
に
対
す
る
援
助
も
持
続
的
に
削
減
し
て
い
た
。
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
っ
て
成
立
し
た
朴
正
煕
政
権
に

と
っ
て
、
米
国
の
そ
の
よ
う
な
政
策
は
、
政
権
の
存
立
に
と
っ
て
の
危
機
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
韓
国
政
府
は
ベ
ト
ナ
ム
に
派
兵

す
れ
ば
駐
韓
米
軍
の
縮
減
を
防
ぐ
と
同
時
に
韓
国
軍
を
増
員
す
る
契
機
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
、
積
極
的
に
派
兵
を
推
進
し
た
の
で
あ

る
。
ま
た
、
日
韓
国
交
正
常
化
交
渉
に
対
し
、
韓
国
国
内
で
反
対
運
動
が
高
ま
っ
て
い
た
が
、
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
は
こ
れ
を
鎮
静
化
さ
せ
る
効
果

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

も
も
た
ら
す
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

　
韓
国
の
派
兵
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
｝
九
六
四
年
五
月
に
ジ
ョ
ン
ソ
ン
（
ピ
団
郎
島
O
O
　
じ
σ
’
｝
O
げ
づ
ω
O
】
P
）
政
権
が
、
、
鼠
。
お
固
轟
ω
（
よ
り
多
く

の
国
旗
を
）
、
、
政
策
を
掲
げ
、
韓
国
を
含
む
二
五
か
国
に
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
へ
の
参
戦
を
呼
び
か
け
た
こ
と
だ
っ
た
。
三
月
頃
か
ら
南
ベ
ト
ナ
ム
と

の
接
触
を
続
け
て
い
た
韓
国
は
こ
れ
に
応
じ
、
一
九
六
四
年
九
月
に
韓
国
の
一
個
移
動
外
科
部
隊
と
テ
コ
ン
ド
ー
教
官
一
〇
名
を
派
遣
し
、
一

九
六
五
年
三
月
に
も
陸
軍
工
兵
大
隊
な
ど
の
非
戦
闘
部
隊
を
派
遣
し
た
。
米
国
は
一
九
六
五
年
二
月
に
北
爆
を
開
始
し
、
三
月
に
は
沖
縄
か
ら

発
進
し
た
海
兵
隊
を
南
ベ
ト
ナ
ム
の
ダ
ナ
ン
に
上
陸
さ
せ
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
へ
の
本
格
的
な
介
入
を
始
め
た
。

　
非
戦
闘
部
隊
派
遣
後
も
、
韓
国
政
府
は
ベ
ト
ナ
ム
に
戦
闘
部
隊
を
派
兵
す
る
こ
と
を
提
案
し
続
け
て
い
た
が
、
米
国
も
～
九
六
五
年
三
月
頃

か
ら
韓
国
軍
の
戦
闘
部
隊
派
兵
を
検
討
し
始
め
た
。
米
国
が
韓
国
軍
の
派
兵
に
積
極
的
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
参
戦
の
要
請
に
応
じ
た
の
は
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

五
か
国
の
う
ち
一
〇
か
国
に
も
満
た
ず
、
戦
闘
部
隊
派
兵
を
通
じ
て
支
援
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
の
は
韓
国
だ
け
だ
っ
た
と
い
う
事
情
が
あ
っ
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た
。
同
月
国
務
省
は
韓
国
軍
を
派
兵
し
た
場
合
に
予
想
さ
れ
る
共
産
主
義
陣
営
の
反
応
に
つ
い
て
分
析
し
、
韓
国
の
戦
闘
部
隊
の
派
兵
は
、
共

産
主
義
陣
営
の
宣
伝
戦
強
化
の
口
実
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
韓
国
や
南
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
公
然
た
る
侵
略
を
ま
ね
く
結
果
に
は
な
ら
な
い
と

　
　
　
　
③

結
論
づ
け
た
。
こ
の
た
め
、
在
韓
米
国
機
関
は
日
韓
国
交
正
常
化
交
渉
な
ど
へ
の
影
響
を
懸
念
し
、
派
兵
に
適
切
な
時
期
で
は
な
い
と
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
④

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
韓
国
戦
闘
部
隊
の
派
兵
は
米
韓
双
方
の
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　
韓
国
戦
闘
部
隊
の
派
兵
計
画
は
、
六
月
二
二
日
に
日
韓
基
本
条
約
が
締
結
さ
れ
る
と
と
も
に
具
体
化
し
、
一
〇
月
に
第
～
次
派
兵
が
行
わ
れ

た
。
さ
ら
に
、
米
国
は
一
一
一
月
末
か
ら
戦
闘
部
隊
の
第
二
次
派
兵
を
要
請
し
た
。
米
国
の
直
接
介
入
に
よ
っ
て
も
ベ
ト
ナ
ム
の
状
況
は
好
転
し

な
か
っ
た
が
、
米
国
は
よ
り
多
く
の
兵
力
と
物
量
を
投
入
す
れ
ば
勝
つ
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
お
り
、
不
足
し
て
い
る
兵
力
を
埋
め
る
た
め

の
方
策
は
韓
国
軍
の
増
員
し
か
な
か
っ
た
。
追
加
派
兵
要
求
に
対
し
韓
国
政
府
は
露
骨
に
そ
の
対
価
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
米
国
は
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

体
と
し
て
の
費
用
の
安
さ
か
ら
、
韓
国
政
府
の
要
求
を
あ
る
程
度
ま
で
受
容
す
る
態
度
を
見
せ
た
。
韓
国
政
府
は
米
側
の
援
助
政
策
を
受
け
入

れ
、
一
九
六
六
年
九
月
に
第
二
次
派
兵
を
行
っ
た
。

沖縄返還交渉と朝鮮半島情勢（成田）

第
一
一
節
　
沖
縄
返
還
の
具
体
化

　
同
時
期
、
韓
国
と
同
じ
く
米
国
と
緊
密
な
関
係
に
あ
り
な
が
ら
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
つ
い
て
対
照
的
な
動
き
を
見
せ
て
い
た
の
が
、
日
本
及

び
当
時
米
国
の
施
政
権
下
に
あ
っ
た
沖
縄
だ
っ
た
。
米
国
が
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
本
格
介
入
を
始
め
る
と
、
日
本
と
沖
縄
で
は
反
戦
気
運
が
盛
り
上

が
っ
た
。
特
に
、
沖
縄
基
地
が
戦
争
に
伴
っ
て
活
発
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
沖

縄
住
民
の
不
安
は
増
し
て
い
っ
た
。
中
で
も
沖
縄
住
艮
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
の
は
、
台
風
避
難
の
名
目
で
七
月
二
八
日
に
嘉
手
納
基
地
に

飛
来
し
た
B
5
2
が
、
翌
日
ベ
ト
ナ
ム
に
直
接
出
撃
し
た
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
事
件
は
、
沖
縄
が
補
給
基
地
以
外
に
使
わ
れ
る
明
確
な
証
拠
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

い
と
し
て
、
基
地
の
使
用
を
容
認
す
る
立
場
を
取
っ
て
い
た
沖
縄
民
主
党
に
も
動
揺
を
与
え
た
。
会
期
中
で
あ
っ
た
立
法
院
は
、
米
軍
に
戦
争

行
為
の
取
り
止
め
を
強
く
要
請
す
る
決
議
を
超
党
派
で
採
択
し
た
。
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ま
た
、
沖
縄
か
ら
の
B
5
2
の
発
進
は
、
米
国
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
介
入
へ
の
批
判
が
高
ま
っ
て
い
た
日
本
に
も
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。
椎
名

悦
三
郎
外
相
は
、
「
沖
縄
は
日
米
安
保
条
約
適
用
の
範
囲
外
で
あ
っ
て
、
沖
縄
か
ら
米
国
が
直
接
作
戦
行
動
に
出
て
も
、
日
米
両
国
間
の
事
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

協
議
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
」
と
の
見
解
を
示
し
つ
つ
も
、
沖
縄
か
ら
の
B
5
2
の
発
進
に
、
明
確
に
不
満
の
意
を
表
明
し
た
。
佐
藤
栄
作
首
相

も
、
沖
縄
を
発
進
基
地
に
す
る
米
国
の
権
利
を
否
定
は
し
な
か
っ
た
が
、
駐
日
大
使
館
に
二
度
に
わ
た
っ
て
B
5
2
の
出
撃
を
中
止
す
る
こ
と
を

　
　
　
　
⑧

申
し
入
れ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
時
の
日
本
政
府
の
反
応
は
、
反
戦
的
な
国
内
世
論
の
高
ま
り
へ
の
懸
念
か
ら
と
い
う
側
面
が
強
か
っ
た
と
い
え

よ
・
つ
。

　
こ
れ
に
先
立
ち
、
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
（
閑
α
～
く
一
P
　
O
■
　
カ
Φ
一
ω
0
7
餌
¢
①
村
）
駐
日
大
使
は
「
米
国
の
対
日
関
係
」
と
題
し
た
覚
書
を
本
国
に
送
り
、
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
へ
の
介
入
が
米
国
に
批
判
的
な
日
本
世
論
を
生
み
だ
し
、
そ
の
た
め
B
米
関
係
を
安
定
的
に
維
持
し
つ
つ
琉
球
問
題
に
対
処
す
る
こ

と
を
困
難
に
さ
せ
つ
つ
あ
る
と
指
摘
し
た
。
覚
書
を
受
け
取
っ
た
ボ
ー
ル
（
∩
甲
の
O
同
ひ
q
Φ
　
ぐ
く
’
し
d
蝉
＝
）
国
務
次
官
は
、
B
5
2
の
発
進
が
日
本
に
与
え
る

政
治
的
悪
影
響
を
懸
念
し
、
七
月
三
一
日
に
マ
ク
ナ
マ
ラ
（
沁
。
σ
Φ
冨
ψ
竃
。
窯
§
9
・
琶
国
防
長
官
に
書
簡
を
送
り
、
沖
縄
基
地
の
使
用
が
頻
繁

に
な
っ
た
場
合
、
今
後
二
、
三
年
内
に
日
本
側
が
沖
縄
に
お
け
る
米
国
の
権
利
に
対
し
て
基
本
的
な
変
更
を
要
求
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
し
て
、

こ
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
指
摘
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
六
六
年
一
月
に
、
沖
縄
問
題
を
含
む
対
日
政
策
全
般
を
検
討

す
る
国
務
・
国
防
両
省
の
省
間
会
議
が
発
足
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
三
月
に
は
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
の
命
令
で
、
こ
の
政
策
課
題
に
つ
い
て
上

級
省
問
グ
ル
ー
プ
（
ω
①
巳
g
H
葺
Φ
a
8
母
§
Φ
無
巴
Ω
δ
后
”
ω
H
O
）
が
国
務
省
を
補
佐
す
る
組
織
と
し
て
発
足
し
、
さ
ら
に
S
I
G
の
地
域
的
下
部

組
織
と
し
て
省
間
地
域
グ
ル
ー
プ
（
H
簿
Φ
a
8
輿
欝
①
回
覧
菊
£
一
。
5
蝕
9
0
琶
＼
閃
9
。
N
じ
弓
器
け
田
O
＼
厳
器
）
が
設
立
さ
れ
、
沖
縄
問
題
に
関
し
再
検
討
が

行
わ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
軍
部
の
強
い
反
対
意
見
が
あ
り
な
が
ら
も
、
沖
縄
間
題
に
関
す
る
作
業
班
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
国
務
省
の
ス
ナ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ダ
ー
（
沁
一
〇
口
僧
「
価
　
國
ド
　
ω
づ
Φ
一
仙
①
戦
）
日
本
部
長
が
議
長
と
な
っ
た
。

　
日
本
政
府
も
、
一
九
六
五
年
八
月
に
佐
藤
首
相
が
沖
縄
を
訪
問
し
、
そ
の
後
沖
縄
問
題
閣
僚
会
議
を
発
足
さ
せ
る
な
ど
、
沖
縄
問
題
へ
の
取

り
組
み
を
本
格
化
さ
せ
た
。
六
六
年
春
以
降
、
日
米
両
国
で
沖
縄
返
還
に
つ
い
て
の
打
診
と
協
議
が
始
ま
り
、
一
九
六
七
年
＝
月
の
佐
藤
・
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ジ
ョ
ン
ソ
ン
共
同
声
明
で
、
「
両
三
年
内
」
に
沖
縄
返
還
の
時
期
に
つ
い
て
合
意
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
一
九
六
六
年
後
半
に
米

国
で
B
5
2
の
追
加
配
備
が
計
画
さ
れ
た
際
、
政
治
的
に
微
妙
な
問
題
を
含
む
と
し
て
沖
縄
は
除
外
さ
れ
、
一
九
六
七
年
か
ら
は
タ
イ
の
ウ
タ
パ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

オ
基
地
が
南
ベ
ト
ナ
ム
爆
撃
の
発
進
基
地
と
な
っ
た
。

第
三
簾
　
朝
鮮
半
島
情
勢
の
悪
化

　
韓
国
軍
の
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
に
対
し
、
韓
国
と
対
峙
す
る
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
（
以
下
北
朝
鮮
）
は
、
北
ベ
ト
ナ
ム
を
支
援
す
る
姿
勢

を
要
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
北
朝
鮮
は
一
九
六
五
年
三
月
に
、
南
ベ
ト
ナ
ム
解
放
戦
線
か
ら
要
請
が
あ
れ
ば
派
兵
す
る
意
思
が
あ
る
こ
と
を
表

明
し
、
そ
の
後
も
韓
国
軍
派
兵
へ
の
反
対
と
北
ベ
ト
ナ
ム
に
対
す
る
支
援
を
表
明
し
続
け
た
。
さ
ら
に
、
一
九
六
六
年
一
〇
月
に
開
か
れ
た
党

代
表
者
会
議
を
契
機
に
、
パ
ル
チ
ザ
ン
出
身
の
現
役
軍
人
が
党
の
対
塁
政
策
を
損
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
非
武
装
地
帯
付
近
で
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

韓
国
に
対
す
る
挑
発
行
為
が
激
化
し
て
い
っ
た
。
北
朝
鮮
の
挑
発
に
対
し
、
韓
国
軍
が
先
に
攻
撃
を
仕
掛
け
る
事
件
も
発
生
し
た
た
め
に
、
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ラ
ウ
ン
（
芝
圃
づ
け
げ
吋
○
℃
　
∩
｝
．
ゆ
H
O
≦
コ
）
駐
韓
米
国
大
使
は
、
＝
月
に
二
度
に
わ
た
っ
て
韓
国
政
府
に
対
し
厳
重
に
抗
議
を
行
い
、
ポ
ン
ス
テ
ィ
ー

ル
（
○
げ
帥
N
一
Φ
ω
　
鵠
・
　
U
J
O
】
P
Φ
ω
叶
Φ
①
一
　
H
H
H
）
在
韓
米
軍
司
令
宮
は
、
北
朝
鮮
の
攻
撃
に
対
す
る
対
処
方
法
を
検
討
し
始
め
た
こ
と
を
米
統
合
参
謀
本
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

（｝

暑･

冾
ｯ
O
ロ
一
①
け
○
噛
ω
骨
跳
一
一
O
ω
）
に
報
告
し
た
。
国
務
省
は
同
月
、
　
九
六
七
年
四
月
ま
で
に
韓
国
軍
を
ベ
ト
ナ
ム
に
追
加
派
兵
す
る
可
能
性
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

つ
い
て
駐
韓
米
国
大
使
館
に
打
診
し
た
。
し
か
し
、
ポ
ン
ス
テ
ィ
ー
ル
と
協
議
し
た
ブ
ラ
ウ
ン
は
、
ベ
ト
ナ
ム
で
の
切
迫
し
た
状
況
と
任
務
の

必
要
性
を
十
分
置
理
解
し
て
い
る
と
し
な
が
ら
も
、
韓
国
内
で
派
兵
へ
の
反
対
が
出
て
き
て
い
る
こ
と
な
ど
を
理
由
に
、
派
兵
を
要
請
す
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

に
最
も
適
切
な
時
期
は
、
大
統
領
選
挙
後
だ
と
い
う
見
解
を
伝
え
た
。

　
五
月
置
朴
正
煕
が
大
統
領
に
再
選
さ
れ
た
後
も
、
韓
国
の
政
情
は
安
定
し
な
か
っ
た
。
六
月
八
日
に
行
わ
れ
た
国
会
議
員
選
挙
で
、
与
党
は

過
半
数
を
占
め
た
が
、
野
党
は
こ
れ
を
不
正
選
挙
だ
と
し
て
不
正
選
挙
反
対
闘
争
を
始
め
、
政
局
は
混
乱
し
た
。
さ
ら
に
、
～
九
六
七
年
に
入

っ
て
か
ら
、
北
朝
鮮
が
ゲ
リ
ラ
の
侵
入
を
活
発
化
さ
せ
た
た
め
、
韓
国
警
察
に
「
対
間
諜
作
戦
司
令
部
」
が
新
設
さ
れ
る
状
況
と
な
っ
た
。
離
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任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ブ
ラ
ウ
ン
は
、
六
月
七
日
差
国
務
省
に
送
っ
た
電
文
で
、
朴
が
選
挙
前
か
ら
追
加
派
兵
を
行
う
意
思
が
な
い
こ
と
を
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

明
し
て
い
る
た
め
、
派
兵
要
請
は
慎
重
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
警
告
し
た
。
ま
た
、
六
月
末
の
ハ
ン
フ
リ
ー
（
踏
∬
σ
Φ
窓
蓋
鵠
q
ヨ
9
民
曙
）

副
大
統
領
訪
韓
を
前
に
し
て
米
中
央
情
報
局
（
○
Φ
簿
巨
H
艮
①
凝
①
9
Φ
〉
ゆ
q
①
9
鴇
臼
〉
）
が
作
成
し
た
報
告
で
は
、
現
在
の
状
況
は
～
九
六
六
年

～
○
月
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
以
上
北
朝
鮮
が
韓
国
で
暴
力
行
動
を
自
制
す
る
考
え
は
な
い
こ
と
が
明
白
で
、
小
規
模
で
あ
る
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

韓
米
両
国
を
対
象
と
し
た
流
血
惨
事
を
引
き
起
こ
す
決
定
を
し
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
と
指
摘
さ
れ
た
。
北
朝
鮮
の
ゲ
リ
ラ
活
動
が
こ
れ
以
上
看

過
で
き
な
い
点
に
達
し
た
と
判
断
し
た
ポ
ン
ス
テ
ィ
ー
ル
は
、
シ
ャ
ー
プ
a
畜
ω
霧
ω
．
魚
雷
あ
訂
ε
）
太
平
洋
軍
司
令
官
に
対
し
、
北
朝
鮮
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

戦
争
能
力
と
意
図
に
対
す
る
状
況
報
告
書
の
迅
速
な
作
成
を
依
頼
し
た
。

　
六
月
に
誓
言
米
国
大
使
に
着
任
し
た
ポ
ー
タ
ー
（
芝
慈
四
B
旨
℃
o
詳
露
）
は
、
こ
の
状
況
の
申
で
派
兵
交
渉
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
朴
大
統

領
は
九
月
に
ポ
ー
タ
ー
に
対
し
、
韓
国
は
追
加
派
兵
の
要
求
を
で
き
る
限
り
満
た
そ
う
と
試
み
る
だ
ろ
う
と
述
べ
た
が
、
北
朝
鮮
の
挑
発
行
為

の
増
加
か
ら
、
国
内
の
安
全
に
対
し
国
民
の
不
安
が
強
ま
っ
て
い
る
た
め
、
最
終
的
な
決
定
は
米
国
が
装
備
と
北
朝
鮮
の
浸
透
防
止
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

支
援
を
ど
の
程
度
提
供
す
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
と
し
た
。
一
方
で
、
北
朝
鮮
の
攻
撃
が
あ
れ
ば
報
復
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
意
思
を
表

　
　
⑳

明
し
た
。
九
月
に
米
国
政
府
内
で
作
成
さ
れ
た
状
況
報
告
書
で
は
、
安
保
危
機
が
全
面
戦
争
に
拡
大
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
北
朝
鮮
も
そ
れ
を

意
図
し
て
は
い
な
い
が
、
韓
国
が
報
復
を
継
続
し
た
場
合
、
全
面
戦
争
に
発
展
す
る
可
能
性
は
排
除
で
き
な
い
と
の
判
断
が
示
さ
れ
て
い
た
た

め
、
米
国
の
現
地
機
関
の
懸
念
は
強
ま
っ
た
。
し
か
し
、
国
務
省
は
一
一
月
末
、
韓
国
軍
の
追
加
派
兵
が
最
大
限
の
緊
急
性
を
も
っ
て
必
要
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

と
駐
韓
米
大
使
館
に
伝
え
た
。
ま
た
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
は
、
～
二
月
二
～
日
に
キ
ャ
ン
ベ
ラ
で
面
会
し
た
朴
大
統
領
に
、
迅
速
な
派
兵
の

必
要
性
を
訴
え
た
。
朴
は
国
内
の
治
安
状
況
に
触
れ
、
追
加
派
兵
を
行
う
た
め
に
は
、
そ
れ
が
韓
国
の
安
全
を
む
し
ろ
増
す
の
だ
と
い
う
根
拠

が
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
韓
国
が
求
め
る
治
安
維
持
の
た
め
の
要
求
が
そ
れ
ま
で
に
満
た
さ
れ
て
お
れ
ば
、
六
八
年
三
月
か
ら
五
月
の
間

に
派
兵
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
と
し
た
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
が
翌
年
一
月
～
日
ま
で
に
要
求
を
履
行
す
る
こ
と
を
確
約
し
、
三
月
一
日
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

に
派
兵
を
行
う
こ
と
を
要
請
す
る
と
、
朴
は
派
兵
に
同
意
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
約
東
は
、
次
に
起
き
た
安
保
危
機
の
た
め
に
、
果
た
さ
れ
る
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こ
と
な
く
終
わ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

第
四
節
　
安
保
危
機
と
B
5
2
沖
縄
配
備

沖縄返還交渉と朝鮮半島情勢（成田）

　
一
九
六
八
年
一
月
二
一
日
、
北
朝
鮮
特
殊
部
隊
に
よ
る
青
瓦
解
襲
撃
未
遂
事
件
が
発
生
し
、
二
三
日
に
は
、
北
朝
鮮
が
米
国
の
情
報
収
集
艦

プ
エ
ブ
ロ
号
を
掌
潔
し
た
。
米
国
政
府
は
事
件
後
に
数
度
に
わ
た
っ
て
緊
急
会
議
を
開
き
、
今
北
朝
鮮
は
戦
争
を
再
開
で
き
な
い
と
い
う
前
提

の
も
と
に
、
プ
エ
ブ
ロ
号
の
船
舶
と
乗
務
員
の
無
事
な
帰
還
を
実
現
す
る
た
め
に
、
軍
事
的
、
外
交
的
努
力
を
行
う
こ
と
を
二
五
日
に
決
定
し

た
。
米
国
は
航
空
母
艦
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
と
、
沖
縄
か
ら
の
ジ
ェ
ッ
ト
機
編
隊
を
含
む
三
四
七
機
の
航
空
機
と
を
動
員
し
た
。
当
時
韓
国
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

配
備
し
て
い
た
米
空
軍
は
北
朝
鮮
の
約
半
分
で
し
が
な
か
っ
た
た
め
、
危
機
に
備
え
て
軍
備
の
増
強
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
沖
縄
へ
の
B
5
2

配
備
は
、
こ
の
一
環
と
し
て
提
起
さ
れ
、
一
エ
二
日
、
マ
ク
ナ
マ
ラ
国
防
長
官
は
米
国
本
土
か
ら
B
5
2
一
五
機
を
沖
縄
に
、
一
一
機
を
グ
ア
ム
へ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

追
加
配
備
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
（
作
戦
コ
ー
ド
名
℃
。
冥
u
σ
。
≦
）
。

　
一
方
、
米
国
は
韓
国
が
北
朝
鮮
に
対
し
て
報
復
攻
撃
を
行
い
、
朝
鮮
半
島
で
大
規
模
な
武
力
衝
突
が
起
こ
る
こ
と
を
恐
れ
て
も
い
た
。
ポ
ー

タ
ー
大
使
は
丁
一
権
国
務
総
理
に
対
し
米
国
が
北
朝
鮮
に
報
復
を
行
う
意
志
は
な
い
こ
と
を
伝
え
、
韓
国
が
北
朝
鮮
に
対
す
る
報
復
を
行
わ
な

い
よ
う
要
請
し
た
。
し
か
し
、
丁
か
ら
こ
の
こ
と
を
聞
い
た
朴
大
統
領
は
ポ
ー
タ
ー
に
面
会
を
求
め
、
米
国
の
対
応
に
対
す
る
不
満
を
あ
ら
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
し
、
こ
れ
以
上
北
朝
鮮
か
ら
の
攻
撃
が
あ
れ
ば
報
復
は
避
け
ら
れ
な
く
な
る
だ
ろ
う
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
、
二
月
二
日
か
ら
米
国
は
北
朝
鮮

と
秘
密
交
渉
を
始
め
、
翌
日
韓
国
の
報
道
陣
が
そ
れ
を
暴
露
す
る
と
、
韓
国
の
世
論
は
米
国
に
対
す
る
非
難
で
わ
き
た
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、

米
国
は
二
月
＝
一
日
か
ら
バ
ン
ス
（
O
く
『
¢
ω
　
菊
■
＜
鋤
鵠
O
Φ
）
を
特
使
と
し
て
韓
国
に
派
遣
し
、
韓
国
軍
へ
の
追
加
軍
事
支
援
と
韓
国
予
備
軍
へ
の

M
1
6
自
動
小
銃
の
供
給
に
合
意
す
る
な
ど
し
て
、
事
態
の
鎮
静
化
を
は
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
韓
国
側
は
米
側
の
対
韓
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン

ト
に
対
し
、
不
信
感
を
抱
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　
同
時
期
に
ベ
ト
ナ
ム
の
状
況
が
悪
化
し
た
こ
と
は
、
米
国
の
苦
境
に
追
い
打
ち
を
か
け
た
。
特
に
政
治
的
、
戦
略
的
に
重
要
な
ケ
サ
ン
で
は
、
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北
ベ
ト
ナ
ム
正
規
軍
と
の
激
戦
が
続
い
て
お
り
、
さ
ら
に
一
月
三
一
日
か
ら
は
テ
ト
攻
勢
が
始
ま
っ
た
。
戦
略
空
軍
は
二
月
三
日
、
嘉
手
納
に

配
備
の
B
5
2
の
一
部
を
、
北
朝
鮮
に
対
す
る
抑
止
と
い
う
目
的
を
偽
装
す
る
た
め
、
グ
ア
ム
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
渡
洋
爆
撃
を
行
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

》
需
ご
α
q
ぼ
の
B
5
2
と
と
も
に
ベ
ト
ナ
ム
に
出
撃
さ
せ
る
こ
と
を
J
C
S
に
提
案
し
、
太
平
洋
軍
司
令
官
も
こ
れ
に
賛
成
し
た
。
し
か
し
、
二

月
五
日
に
B
5
2
が
沖
縄
に
配
備
さ
れ
る
と
、
台
風
避
難
の
時
と
は
違
い
、
米
軍
当
局
が
国
防
総
省
の
指
示
で
あ
る
と
し
て
こ
れ
に
つ
い
て
沈
黙

を
守
っ
た
こ
と
か
ら
、
沖
縄
住
罠
の
不
安
が
高
ま
っ
た
。
二
月
七
日
付
の
陸
軍
省
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
に
よ
れ
ば
、
駐
日
米
大
使
館
、
q
ω
0
》
菊

が
B
5
2
配
備
に
対
す
る
地
元
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
反
応
を
伝
え
、
国
務
省
と
国
防
長
官
府
も
戦
略
空
軍
の
案
に
は
賛
成
し
な
か
っ
た
た
め
、
南
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ト
ナ
ム
で
の
作
戦
を
左
右
す
る
ほ
ど
の
重
要
性
を
持
た
な
い
限
り
、
J
C
S
は
沖
縄
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
出
撃
を
実
行
し
な
い
こ
と
に
し
た
。

　
し
か
し
、
ベ
ト
ナ
ム
の
戦
況
の
さ
ら
な
る
悪
化
は
、
沖
縄
か
ら
の
B
5
2
出
撃
を
正
当
化
す
る
理
由
と
な
っ
た
。
二
月
六
日
か
ら
七
日
に
か
け
、

ケ
サ
ン
に
近
い
南
ベ
ト
ナ
ム
の
特
殊
部
隊
基
地
が
北
ベ
ト
ナ
ム
軍
の
猛
攻
を
受
け
る
と
、
テ
ト
攻
勢
の
衝
撃
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
米
国
内
で
は

戦
争
に
対
す
る
批
判
が
強
ま
っ
て
い
っ
た
。
J
C
S
は
＝
一
日
に
戦
略
空
軍
と
太
平
洋
軍
司
令
官
に
対
し
、
作
戦
上
の
必
要
性
が
他
の
B
5
2
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

能
力
を
上
回
れ
ば
、
基
本
的
な
任
務
は
変
え
な
い
ま
ま
、
嘉
手
納
の
B
5
2
を
ベ
ト
ナ
ム
に
投
入
す
る
と
伝
え
た
。
そ
し
て
、
一
五
日
に
ケ
サ
ン

付
近
の
危
機
的
な
状
況
の
打
開
の
た
め
に
、
持
続
的
な
B
5
2
の
爆
撃
が
必
要
と
判
断
さ
れ
、
嘉
手
納
の
B
5
2
の
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
投
入
が
決
定
さ

　
⑳

れ
た
。
こ
う
し
て
、
嘉
手
納
の
B
5
2
に
は
朝
鮮
半
島
情
勢
の
悪
化
に
対
す
る
対
備
と
、
ベ
ト
ナ
ム
出
撃
と
い
う
一
一
つ
の
役
割
が
与
え
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
B
5
2
の
配
備
と
そ
れ
に
続
く
出
撃
は
、
沖
縄
住
民
に
と
っ
て
は
許
容
で
き
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
二
月
｝
○
日
に
は
立
法
院
が
「
B
5
2
爆
撃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

基
地
化
に
反
対
し
同
機
の
即
時
撒
収
と
一
切
の
戦
争
行
為
の
即
時
取
止
め
を
要
求
す
る
決
議
」
を
全
会
一
致
で
採
択
し
、
与
党
沖
縄
自
民
党
の

大
田
昌
知
議
員
で
す
ら
、
発
議
者
と
し
て
「
沖
縄
が
核
装
備
が
可
能
と
雷
わ
れ
る
こ
の
B
5
2
爆
撃
機
の
出
撃
基
地
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

耐
え
難
い
、
た
と
え
い
か
な
る
理
由
が
あ
る
に
し
ろ
許
容
し
が
た
い
」
も
の
だ
と
述
べ
た
。
一
四
日
に
は
保
守
派
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
奥
間

敏
雄
嘉
手
納
村
長
が
、
嘉
手
納
空
軍
基
地
司
令
官
と
会
見
し
、
B
5
2
の
即
時
撤
収
を
要
請
し
た
。
し
か
し
、
司
令
官
が
配
備
の
目
的
を
明
か
さ
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沖縄返還交渉と朝鮮半島情勢（成田〉

ず
、
B
5
2
の
撤
収
要
請
に
も
応
じ
な
か
っ
た
た
め
、
翌
日
に
は
嘉
手
納
村
議
会
臨
時
議
会
が
全
会
一
致
で
B
5
2
撤
去
決
議
を
採
択
し
た
。
一
七

日
に
は
立
法
院
の
与
野
党
代
表
が
高
等
弁
務
官
に
対
し
B
5
2
の
撤
去
要
請
を
行
い
、
二
三
日
か
ら
は
自
民
党
議
員
を
中
心
と
す
る
立
法
院
代
表

団
が
、
日
本
政
府
に
B
5
2
撤
去
、
国
政
参
加
、
施
政
権
返
還
要
請
を
行
う
た
め
に
上
京
し
た
。
こ
の
時
点
で
は
、
B
5
2
に
対
す
る
恐
怖
や
反
発

は
、
与
野
党
を
超
え
て
共
有
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
日
本
政
府
は
プ
エ
ブ
ロ
号
事
件
直
後
か
ら
、
米
国
政
府
か
ら
事
件
解
決
へ
の
協
力
を
要
請
さ
れ
て
い
た
。
日
本
政
府
は
要
請
に
応
じ

て
ソ
連
な
ど
と
接
触
し
、
一
月
三
一
日
に
国
会
で
米
国
の
立
場
を
支
持
す
る
と
の
公
式
見
解
を
表
明
す
る
な
ど
、
協
力
姿
勢
を
見
せ
て
い
た
。

し
か
し
、
米
側
は
、
日
本
政
府
が
沖
縄
と
日
本
で
盛
り
上
が
っ
て
い
る
B
5
2
撤
去
運
動
に
も
配
慮
し
て
、
米
国
や
韓
国
へ
の
支
持
を
明
確
に
表

明
し
な
か
っ
た
こ
と
に
不
満
を
抱
い
て
い
た
。
特
に
、
東
郷
文
彦
外
務
省
北
米
局
長
が
オ
ズ
ボ
ー
ン
（
H
）
蝉
く
一
α
　
】
ド
　
○
ω
σ
O
「
】
P
）
駐
B
米
公
使
に
、

B
5
2
配
備
に
関
し
て
、
沖
縄
住
民
の
不
安
を
取
り
除
く
よ
う
に
配
慮
し
て
ほ
し
い
と
二
月
～
工
日
に
申
し
入
れ
を
行
っ
た
た
め
、
ラ
ス
ク
国
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

長
宮
は
ジ
ョ
ン
ソ
ン
（
q
≧
①
誇
甘
ぎ
ω
8
）
駐
日
大
使
へ
の
「
親
展
」
電
で
、
日
本
の
対
応
に
対
す
る
不
満
を
ぶ
ち
ま
け
た
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は

こ
れ
に
同
意
し
つ
つ
、
米
国
政
府
高
官
が
下
田
武
三
駐
米
大
使
に
米
国
の
不
快
感
と
懸
念
を
伝
え
、
そ
れ
が
外
務
省
経
由
で
佐
藤
首
相
ら
に
伝

わ
る
こ
と
が
最
も
効
果
的
だ
と
助
下
し
た
。
二
二
日
に
バ
ン
デ
ィ
（
を
臣
曽
B
u
d
§
身
）
国
務
次
官
補
と
下
田
大
使
と
の
問
で
会
談
が
行
わ
れ
、

下
田
は
、
東
郷
の
申
し
入
れ
ば
、
沖
縄
に
B
5
2
を
配
備
す
る
米
国
の
責
任
と
権
限
へ
の
非
難
を
意
味
す
る
も
の
で
は
決
し
て
な
い
と
釈
明
し
た

が
、
バ
ン
デ
ィ
は
、
米
国
政
府
が
朝
鮮
半
島
の
状
況
に
対
す
る
日
本
政
府
の
抑
制
さ
れ
た
反
応
を
懸
念
し
て
い
る
と
伝
え
、
重
要
な
利
害
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
共
有
し
て
い
る
朝
鮮
半
島
に
対
し
、
日
米
が
緊
密
に
協
議
し
協
働
す
る
必
要
性
を
強
調
し
た
。
翌
日
ラ
ス
ク
が
、
バ
ン
デ
ィ
の
要
請
と
同
様

の
内
容
を
日
本
政
府
に
伝
え
る
よ
う
駐
日
大
使
館
に
促
し
た
た
め
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
使
は
、
東
郷
北
米
局
長
ら
が
二
三
日
に
大
使
館
を
訪
問
し

た
際
に
、
日
本
は
沖
縄
に
同
情
し
て
い
る
よ
う
な
態
度
を
見
せ
て
は
な
ら
な
い
と
主
張
し
、
朝
鮮
半
島
情
勢
に
対
し
日
本
政
府
が
積
極
的
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

処
す
る
こ
と
を
求
め
た
。

　
こ
の
よ
う
な
経
緯
の
た
め
に
、
上
京
し
た
立
法
院
代
表
団
は
、
非
常
に
冷
淡
な
扱
い
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
三
木
外
相
は
米
国
に
撤
去
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要
求
は
し
な
い
と
述
べ
、
二
月
二
七
日
に
代
表
団
が
佐
藤
首
相
に
申
し
入
れ
を
行
っ
た
際
に
も
、
首
相
は
沖
縄
の
人
々
の
不
安
を
鎮
め
る
よ
う

求
め
、
抗
議
し
た
議
員
に
「
抗
議
に
来
る
な
ら
出
て
い
け
」
と
す
ら
発
饗
し
た
。
沖
縄
で
は
反
発
が
強
ま
り
、
二
七
日
に
は
原
水
爆
禁
止
沖
縄

県
協
議
会
（
以
下
原
水
協
）
が
、
嘉
手
納
で
B
5
2
撤
去
な
ど
を
求
め
る
県
民
大
会
を
開
催
し
、
三
月
四
日
に
嘉
手
納
村
代
表
な
ど
を
含
め
た
代

表
団
が
上
京
し
、
再
び
日
本
政
府
に
B
5
2
即
時
撤
去
を
申
し
入
れ
た
。
し
か
し
協
力
は
得
ら
れ
ず
、
代
表
団
は
失
望
し
、
「
政
府
が
も
っ
と
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

米
折
衝
を
進
め
な
い
以
上
、
わ
れ
わ
れ
自
身
の
運
動
の
力
で
問
題
を
解
決
す
る
ほ
か
は
な
い
」
と
報
道
陣
に
語
っ
た
。
こ
の
後
、
立
法
院
野
党

の
撤
去
要
求
活
動
、
自
治
体
で
の
B
5
2
撤
去
決
議
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
オ
ル
グ
活
動
、
沖
縄
で
の
B
5
2
に
関
す
る
持
続
的
な
報
道
な
ど
が
続
け
ら

れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
米
国
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
本
格
介
入
後
、
韓
国
軍
の
派
兵
と
同
時
期
に
北
朝
鮮
が
韓
国
へ
の
挑
発
行
為

を
増
加
さ
せ
た
こ
と
か
ら
朝
鮮
半
島
情
勢
は
悪
化
し
、
一
九
六
八
年
に
は
安
保
危
機
に
至
っ
た
。
こ
の
危
機
に
際
し
て
沖
縄
へ
の
B
5
2
配
備
が

決
定
さ
れ
、
さ
ら
に
ベ
ト
ナ
ム
情
勢
の
悪
化
か
ら
、
沖
縄
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
B
5
2
出
撃
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
朝
鮮

半
島
情
勢
と
沖
縄
現
地
の
状
況
は
、
日
米
両
政
府
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
た
だ
ろ
う
か
。

①
叫
印
量
「
遇
含
量
到
剛
豆
甘
邑
智
巡
」
。
書
「
朴
司
遡
得
『
斜
朴
出
置
八
八
○

　
（
二
〇
〇
七
年
八
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）
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二
九
ニ
ー
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三
頁
。

②
韓
国
の
他
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
タ
イ
、
台
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、
ニ
ュ
ー
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…
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沖縄返還交渉と朝鮮半島情勢（成田）
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第
二
章
　
安
保
危
機
の
余
波
と
三
大
選
挙

第
［
節
　
主
席
公
選
選
挙
実
施
決
定
と
B
5
2
問
題

　
B
5
2
が
配
備
さ
れ
る
直
前
で
あ
る
一
九
六
八
年
二
月
一
日
、
¢
ω
○
〉
園
は
初
の
主
席
公
選
選
挙
を
同
年
一
一
月
に
実
施
す
る
と
発
表
し
た
。

同
時
期
に
立
法
院
議
員
選
挙
、
那
覇
市
長
選
挙
も
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
こ
れ
ら
は
三
大
選
挙
と
総
称
さ
れ
た
。
選
挙
の
結
果
は
沖

縄
返
還
交
渉
の
帰
趨
に
影
響
を
与
え
う
る
も
の
と
し
て
、
内
外
か
ら
注
目
を
集
め
る
こ
と
に
な
る
。
q
し
。
O
＞
鴬
、
国
務
省
な
ど
は
、
B
5
2
の
存

在
が
選
挙
に
与
え
る
悪
影
響
を
懸
念
し
た
。
選
挙
に
向
け
、
自
民
党
は
西
銘
順
治
那
覇
市
長
、
革
新
側
は
屋
良
朝
苗
教
職
員
会
会
長
を
主
席
選

挙
の
統
一
候
補
と
し
て
擁
立
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
四
月
頃
か
ら
両
陣
営
で
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
¢
ω
O
》
カ
は
四
月
に
、
「
沖
縄
へ
の

B
5
2
の
配
備
は
、
こ
こ
で
の
政
治
的
状
況
に
極
め
て
有
害
な
要
素
を
持
ち
込
ん
だ
。
（
中
略
）
B
5
2
問
題
は
、
も
し
継
続
す
る
な
ら
ば
、
極
め

て
重
要
な
主
席
選
挙
で
決
定
的
に
自
民
党
を
不
利
に
さ
せ
、
さ
ら
に
同
時
に
行
わ
れ
る
立
法
院
選
挙
で
も
重
荷
を
背
負
わ
せ
る
だ
ろ
う
」
と
警
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①

寵
し
た
。
国
務
省
諜
報
局
も
同
様
に
、
撤
去
が
望
ま
し
い
と
す
る
報
告
を
作
成
し
、
佐
藤
苗
相
も
ア
ン
ガ
ー
（
喝
Φ
民
住
一
日
磐
α
　
↓
■
¢
P
α
q
の
隠
）
高
等
弁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

務
官
が
観
桜
会
に
招
か
れ
た
機
会
を
利
用
し
、
B
5
2
が
選
挙
に
与
え
る
影
響
に
、
強
い
懸
念
を
表
明
し
た
。

　
米
国
政
府
内
で
も
、
B
5
2
撤
去
を
求
あ
る
動
き
が
現
れ
た
。
マ
ク
ギ
フ
ァ
ー
ト
（
H
）
曽
く
一
α
　
じ
弓
．
ζ
O
∩
｝
一
験
曝
け
）
陸
軍
次
官
は
、
四
月
、
六
月
の
二

度
に
わ
た
っ
て
、
沖
縄
に
B
5
2
を
駐
留
さ
せ
続
け
る
こ
と
は
、
米
国
の
沖
縄
統
治
と
日
本
と
の
関
係
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
潜
在
的
な
政
治

的
効
果
を
持
っ
て
い
る
と
し
て
、
選
挙
前
に
B
5
2
を
嘉
手
納
か
ら
撤
去
す
る
こ
と
が
可
能
な
ら
、
で
き
る
だ
け
早
く
撤
去
す
べ
き
だ
と
国
防
総

　
　
　
　
　
③

省
に
要
請
し
た
。
ま
た
、
ニ
ッ
ツ
ェ
（
℃
鋤
信
一
　
国
．
Z
搾
N
Φ
）
国
防
副
長
官
も
、
国
務
省
が
朝
鮮
半
島
情
勢
は
沖
縄
へ
の
B
5
2
の
駐
留
を
必
要
と
し

な
い
と
判
断
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
沖
縄
に
配
備
さ
れ
た
B
5
2
を
グ
ア
ム
と
タ
イ
に
移
駐
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
六
月
に
J
C
S
に
打

診
し
た
。
し
か
し
、
J
C
S
は
移
駐
に
か
か
る
費
用
と
、
「
軍
事
的
考
慮
を
最
優
先
」
す
る
こ
と
を
強
調
し
、
太
平
洋
軍
司
令
部
、
戦
略
空
軍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

な
ど
も
こ
れ
を
支
持
し
、
沖
縄
か
ら
B
5
2
を
移
駐
さ
せ
る
べ
き
で
な
い
と
ニ
ッ
ツ
ェ
を
説
得
し
た
。

　
ま
た
、
同
月
ス
ナ
イ
ダ
ー
日
本
部
長
ら
が
日
本
と
沖
縄
を
視
察
し
作
成
し
た
「
来
た
る
べ
き
琉
球
の
選
挙
に
対
す
る
米
国
の
政
策
」
と
題
す

る
文
書
で
も
、
B
5
2
の
早
期
撤
去
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
た
。
同
文
書
で
は
、
＝
月
の
選
挙
、
特
に
主
席
選
挙
の
帰
趨
は
、
米
軍
基
地
へ
の
地

元
の
人
々
の
黙
認
を
維
持
し
、
日
本
と
沖
縄
で
復
帰
へ
の
圧
力
が
高
ま
る
の
を
抑
え
る
と
い
う
二
つ
の
意
味
で
米
国
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
だ

と
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
西
銘
の
当
選
の
可
能
性
を
高
め
る
た
め
に
、
米
国
が
と
る
こ
と
の
で
き
る
行
動
の
一
つ
と
し
て
、
軍
事
的
に
可
能
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

れ
ば
選
挙
の
前
に
B
5
2
を
撤
去
す
る
こ
と
が
提
起
さ
れ
た
。
こ
の
報
告
は
六
月
二
七
日
に
開
か
れ
た
S
I
G
の
会
議
で
議
題
と
な
り
、
B
5
2
に

関
し
て
は
ホ
イ
ー
ラ
ー
（
じ
弓
鋤
門
一
①
　
∩
「
　
乏
『
①
①
一
Φ
「
）
J
C
S
議
長
が
、
J
C
S
は
B
5
2
撤
去
の
可
能
性
を
検
討
し
て
い
る
が
、
一
部
の
B
5
2
を
ウ
タ

パ
オ
基
地
に
移
動
さ
せ
る
こ
と
で
タ
イ
と
の
問
に
政
治
問
題
が
持
ち
上
が
る
可
能
性
が
あ
り
、
ま
た
基
地
建
設
に
伴
っ
て
約
四
百
万
ド
ル
の
費

用
が
か
か
る
問
題
が
あ
る
と
指
摘
し
た
。
こ
の
会
合
で
決
定
は
保
留
さ
れ
た
が
、
七
月
一
日
に
J
C
S
は
、
B
5
2
の
撤
去
は
で
き
な
い
と
決
定

　
⑥

し
た
。
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第
工
節
　
沖
縄
基
地
済
州
島
移
転
論
の
浮
上
と
日
本
側
の
上
士
認
識
の
変
化

58　（462）

　
こ
の
時
期
に
、
沖
縄
基
地
を
韓
国
の
済
州
島
に
移
転
さ
せ
る
と
い
う
議
論
が
浮
上
し
た
。
済
州
島
移
転
論
が
最
初
に
登
場
す
る
の
は
、
安
保

危
機
後
の
三
月
で
、
丁
国
務
総
理
が
提
起
し
た
も
の
だ
っ
た
。
安
保
危
機
の
後
、
朴
政
権
は
自
主
国
防
を
本
格
化
さ
せ
る
た
め
に
、
二
五
〇
万

人
の
在
郷
軍
人
を
武
装
さ
せ
、
年
内
に
国
内
に
兵
器
工
場
を
建
設
す
る
計
画
を
発
表
し
た
。
韓
国
軍
の
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
に
つ
い
て
は
、
二
月
末

か
ら
丁
と
ポ
ー
タ
ー
大
使
と
の
問
で
議
論
さ
れ
て
い
た
が
、
丁
は
三
月
八
日
、
い
ま
だ
誰
と
も
協
議
し
て
い
な
い
独
自
の
考
え
だ
と
し
つ
つ
も
、

追
加
派
兵
の
条
件
の
一
つ
と
し
て
、
沖
縄
が
日
本
に
返
還
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
代
替
と
し
て
済
州
島
に
大
規
模
な
空
軍
基
地
を
建
設
す
る
案
を

　
　
　
⑦

提
示
し
た
。
丁
は
ベ
ト
ナ
ム
と
韓
国
の
状
況
は
、
テ
ト
攻
勢
と
安
保
危
機
後
激
変
し
、
韓
国
軍
の
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
も
全
く
新
し
い
観
点
か
ら
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
し
て
い
た
。
国
務
省
は
こ
の
提
案
を
検
討
し
た
結
果
、
す
で
に
合
意
済
み
の
軽
一
個
師
団
の
韓
国
軍
派
兵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

の
実
行
を
優
先
さ
せ
る
こ
と
が
賢
明
だ
と
結
論
づ
け
た
。
し
か
し
、
四
月
一
七
日
に
ホ
ノ
ル
ル
で
行
わ
れ
た
朴
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
会
談
で
ジ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ソ
ン
大
統
領
が
派
兵
を
要
請
し
た
際
、
朴
大
統
領
は
韓
国
の
現
在
の
状
況
で
は
派
兵
は
「
不
可
能
篇
だ
と
し
た
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
が
三
月
三
一
日

に
次
期
大
統
領
選
へ
の
不
出
馬
と
、
北
爆
の
停
止
を
富
三
嵩
し
た
こ
と
か
ら
、
次
期
大
統
領
に
誰
が
当
選
し
、
そ
し
て
ア
ジ
ア
に
対
す
る
安
全
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

障
政
策
が
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
か
不
透
明
で
あ
っ
た
こ
と
が
派
兵
中
止
の
背
景
に
あ
っ
た
。
五
月
末
に
開
か
れ
た
第
一
次
更
米
国
防
閣
僚

会
談
で
も
、
韓
国
側
は
「
日
本
で
米
軍
基
地
撤
去
要
請
を
し
て
い
る
が
、
米
軍
基
地
を
韓
国
に
移
動
さ
せ
る
こ
と
は
全
面
的
に
賛
成
。
必
要
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

土
地
は
提
供
す
る
」
と
発
言
し
た
。
し
か
し
、
米
側
は
莫
大
な
予
算
が
か
か
る
こ
と
を
理
由
に
こ
れ
に
否
定
的
で
あ
っ
た
。

　
六
月
一
七
日
に
は
、
訪
韓
し
た
自
民
党
議
員
団
に
対
し
、
沖
縄
基
地
の
一
部
を
済
州
島
に
移
転
す
る
こ
と
を
、
韓
国
の
国
会
議
員
が
非
公
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

に
提
起
し
た
こ
と
が
読
売
新
聞
の
報
道
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
報
道
は
韓
国
側
で
も
話
題
と
な
り
、
話
の
出
所
が
野
党
新
民
党
の

朴
嫡
培
議
員
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
朴
議
員
は
、
日
米
韓
三
国
の
苦
悶
を
一
度
に
解
決
す
る
妙
案
だ
と
し
て
、
こ
の
案
の
実
現
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

与
党
と
協
調
す
る
用
意
が
あ
る
と
述
べ
た
。
韓
国
で
は
、
与
野
党
を
問
わ
ず
、
沖
縄
返
還
後
の
韓
国
の
安
全
保
障
に
対
し
て
不
安
を
感
じ
て
い
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た
と
い
え
る
。

　
一
方
、
米
国
政
府
内
で
は
、
朝
鮮
半
島
に
つ
い
て
の
新
た
な
状
況
報
告
書
が
五
月
頃
か
ら
作
成
さ
れ
、
今
の
時
点
で
北
朝
鮮
は
韓
国
侵
略
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

意
図
し
て
は
い
な
い
と
い
う
結
論
が
出
さ
れ
た
。
六
月
に
新
た
な
対
韓
政
策
が
策
定
さ
れ
、
韓
国
の
防
衛
に
関
し
て
は
、
韓
国
軍
の
防
衛
能
力

を
徐
々
に
高
め
る
た
め
支
援
を
継
続
す
る
と
さ
れ
た
が
、
空
軍
力
に
関
し
て
は
、
現
状
は
北
朝
鮮
が
韓
国
よ
り
も
勝
っ
て
い
る
が
、
米
国
の
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

軍
力
で
代
替
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
朝
鮮
半
島
で
軍
拡
競
争
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
当
面
増
強
は
望
ま
し
く
な
い
と
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

七
月
一
〇
日
、
米
国
防
副
次
宮
仕
が
沖
縄
基
地
の
韓
国
移
転
を
正
式
に
否
定
し
た
た
め
、
済
州
島
移
転
論
は
し
ば
ら
く
立
ち
消
え
と
な
っ
た
。

　
こ
の
間
、
韓
国
の
安
全
に
対
す
る
日
本
の
認
識
は
、
安
保
危
機
の
時
よ
り
も
積
極
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。
六
月
に
開
か
れ
た
B
米
安

保
協
議
委
員
会
に
際
し
て
、
米
側
は
日
本
に
対
し
、
韓
国
が
孤
立
感
を
感
じ
な
い
よ
う
に
心
理
的
観
点
か
ら
問
題
に
取
り
組
む
必
要
性
を
強
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

し
、
日
本
も
こ
れ
に
同
意
し
、
経
済
的
援
助
を
続
け
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
た
。
八
月
に
開
か
れ
た
第
二
次
日
韓
閣
僚
会
議
で
は
、
両
国
の
閣

僚
が
「
韓
国
の
安
全
と
繁
栄
が
日
本
の
そ
れ
に
重
大
な
影
響
が
あ
る
こ
と
を
認
め
」
た
と
の
文
言
が
共
同
声
明
に
挿
入
さ
れ
た
。
九
月
に
開
か

れ
た
日
米
安
保
協
議
委
員
会
で
も
日
本
側
は
「
韓
国
の
安
全
は
日
本
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
だ
」
と
い
う
認
識
を
示
し
た
。
米
側
も
北
朝
鮮
に

よ
る
大
規
模
な
攻
撃
の
可
能
性
は
大
き
く
な
い
が
、
朝
鮮
半
島
情
勢
が
非
常
に
不
安
定
で
あ
る
こ
と
に
触
れ
、
韓
国
と
日
本
の
安
全
は
一
体
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

問
題
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
扱
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。
こ
の
時
点
で
、
日
本
政
府
の
韓
国
の
安
全
に
対
す
る
認
識
は
、
米
国
政
府

の
そ
れ
に
近
づ
い
た
と
い
え
る
。

第
三
節
　
革
新
政
権
の
成
立
と
朝
鮮
半
島
情
勢

　
三
大
選
挙
が
近
づ
く
と
、
同
年
八
月
に
沖
縄
の
嘉
手
納
村
で
行
わ
れ
た
村
長
選
挙
を
き
っ
か
け
に
、
米
国
で
は
再
び
B
5
2
撤
去
を
め
ぐ
る
議

論
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
嘉
手
納
村
は
総
面
積
の
八
五
％
が
軍
用
地
に
接
収
さ
れ
、
村
民
の
大
半
が
基
地
に
依
存
す
る
サ
ー
ビ
ス
業
に
従
事
し
て

い
た
た
め
、
保
守
的
な
土
地
柄
で
あ
っ
た
が
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
激
化
に
伴
い
、
村
民
は
B
5
2
の
爆
音
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
基
地
公
害
に
59　（463）



苦
し
め
ら
れ
て
い
た
。
同
村
の
選
挙
は
、
沖
縄
で
は
基
地
問
題
が
ど
の
程
度
有
権
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
を
測
る
指
標
と
さ
れ
、
ま
た
保
革

の
一
騎
打
ち
と
な
っ
た
た
め
に
三
大
選
挙
の
前
哨
戦
と
し
て
注
目
を
集
め
、
与
野
党
幹
部
が
現
地
に
乗
り
込
ん
で
の
激
し
い
選
挙
運
動
が
行
わ

　
⑳

れ
た
。
二
五
日
に
行
わ
れ
た
投
票
で
は
、
九
二
・
九
七
％
と
い
う
高
い
投
票
率
を
記
録
し
、
結
果
と
し
て
約
千
百
票
差
で
自
民
党
の
古
謝
得
善

が
当
選
し
た
。

　
¢
○
。
○
〉
図
は
嘉
手
納
村
長
選
挙
を
分
析
し
、
古
謝
の
勝
利
の
要
因
は
、
革
新
側
よ
り
も
政
策
が
優
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
革

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

単
側
と
同
様
に
強
く
B
5
2
反
対
、
基
地
問
題
の
改
善
を
主
張
し
た
か
ら
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
認
識
に
立
っ
て
、
九
月
目
は
東
京

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
訪
れ
た
ブ
ラ
ウ
ン
国
務
次
官
補
代
理
に
対
し
、
早
期
の
B
5
2
撤
去
を
訴
え
た
。
し
か
し
、
九
月
一
八
日
付
の
ホ
イ
ー
ラ
！
J
C
S
議
長
か
ら

ニ
ッ
ツ
ェ
国
防
副
長
官
あ
て
の
書
簡
に
よ
れ
ば
、
J
C
S
で
は
嘉
手
納
の
B
5
2
を
グ
ア
ム
や
タ
イ
に
移
動
さ
せ
る
こ
と
を
検
討
し
た
結
果
、
沖

縄
か
ら
の
出
撃
を
続
け
る
政
治
的
コ
ス
ト
よ
り
も
、
移
動
さ
せ
た
場
合
の
追
加
的
費
用
の
問
題
の
方
が
重
要
だ
と
判
断
さ
れ
、
し
か
も
三
木
外

相
が
「
嘉
手
納
の
B
5
2
が
共
産
圏
に
対
す
る
日
本
の
防
衛
に
役
立
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
が
日
本
で
増
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
こ
と
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

q
ω
○
》
園
の
要
望
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
国
務
省
も
一
〇
月
に
、
駐
日
大
使
館
、
q
ω
O
跨
幻
と
の
共
通
の
意
見
で
あ
る
と
し
て
、
選
挙

で
の
友
好
的
な
候
補
の
勝
利
は
沖
縄
で
の
自
由
で
効
果
的
な
基
地
の
運
営
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
少
な
く
と
も
一
〇
月
二
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

以
後
の
選
挙
戦
の
期
間
だ
け
で
も
B
5
2
を
撤
去
す
る
よ
う
国
防
総
省
に
要
請
し
た
。
そ
れ
で
も
、
B
5
2
が
撤
去
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
¢
ω
○
〉
図
な
ど
が
懸
念
し
た
よ
う
に
、
B
5
2
の
存
在
は
、
保
守
側
に
不
利
に
働
く
こ
と
に
な
っ
た
。
主
席
選
挙
は
本
土
と
の
～
体
化
策
の
強

力
な
推
進
、
本
土
並
み
返
還
、
国
政
参
加
を
綱
領
に
掲
げ
る
自
民
党
の
西
銘
順
治
と
、
即
時
無
条
件
全
面
返
還
、
B
5
2
撤
去
、
基
地
・
安
保
条

約
反
対
な
ど
を
掲
げ
る
革
新
共
闘
統
一
候
補
の
屋
良
朝
苗
と
の
間
で
争
わ
れ
、
い
ず
れ
に
も
本
土
の
与
野
党
が
介
入
し
、
激
し
い
選
挙
戦
と
な

っ
た
。
本
土
の
自
民
党
は
三
回
に
分
け
て
七
二
万
ド
ル
を
沖
縄
に
送
金
し
、
¢
ω
O
》
切
は
表
向
き
は
中
立
を
保
っ
た
が
、
西
銘
が
不
利
と
み
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

れ
た
嘉
手
納
基
地
周
辺
や
、
生
活
が
厳
し
い
離
島
に
高
等
弁
務
官
資
金
を
つ
ぎ
込
ん
だ
。
し
か
し
、
一
一
月
＝
一
日
の
投
票
の
結
果
、
三
万

票
余
り
の
差
を
つ
け
て
屋
良
が
当
選
し
た
。
ま
た
、
立
法
院
選
挙
は
全
一
三
議
席
中
自
民
党
が
一
八
席
を
占
め
、
革
新
は
過
半
数
に
は
至
ら
な
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か
っ
た
が
、
全
体
的
な
得
票
数
で
見
れ
ば
革
新
側
が
五
三
・
九
五
％
と
保
守
を
上
回
っ
て
お
り
、
特
に
基
地
の
多
い
中
部
・
那
覇
で
は
革
新
が

大
多
数
を
占
め
た
。
後
日
行
わ
れ
た
那
覇
市
長
選
挙
で
も
、
革
新
側
の
平
良
良
松
が
圧
勝
し
た
。
現
状
打
破
を
求
め
る
声
は
、
抑
え
が
た
い
も

の
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
一
〇
月
三
一
日
に
北
爆
が
停
止
さ
れ
た
が
、
そ
の
直
後
の
一
一
月
一
日
か
ら
三
日
に
か
け
、
北
朝
鮮
ゲ
リ
ラ
が
韓
国
東
海
岸
の
蔚

珍
、
三
捗
地
方
に
浸
透
す
る
と
い
う
事
件
が
起
き
、
朝
鮮
半
島
の
緊
張
は
再
び
高
ま
っ
た
。
一
一
月
＝
ハ
日
か
ら
始
ま
っ
た
韓
国
国
会
の
予
算

委
員
会
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
米
軍
撤
退
を
念
頭
に
黒
き
、
予
想
さ
れ
る
力
の
空
白
を
埋
め
る
た
め
に
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
閣
僚
会
議

（
》
ω
匿
磐
◎
評
9
旨
○
。
毒
。
随
即
〉
ω
勺
〉
○
）
を
軍
事
同
盟
化
し
た
ア
ジ
ア
太
平
洋
条
約
機
構
（
〉
ω
堅
田
。
獣
。
津
＄
硲
○
お
磐
一
N
毘
。
麟
〉
勺
》
↓
○
）
を

創
設
す
る
こ
と
が
議
論
さ
れ
始
め
た
。
ま
た
、
シ
ャ
ー
プ
太
平
洋
軍
司
令
官
は
同
じ
＝
月
＝
ハ
日
に
、
ベ
ト
ナ
ム
情
勢
と
の
直
接
の
関
連
は

立
証
で
き
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
共
産
主
義
者
の
戦
略
と
軍
事
行
動
が
将
来
相
互
に
関
連
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
る
と
J
C
S
に
伝

⑳え
、
ポ
ン
ス
テ
ィ
ー
ル
在
韓
米
軍
司
令
官
も
、
北
朝
鮮
の
脅
威
に
対
す
る
基
本
的
な
評
価
は
変
わ
っ
て
い
な
い
が
、
南
北
朝
鮮
の
問
の
誤
算
に

よ
っ
て
大
規
模
な
武
力
衝
突
が
起
き
う
る
可
能
性
も
あ
る
と
述
べ
た
。
～
一
月
二
六
日
に
作
成
さ
れ
た
C
I
A
報
告
書
は
、
北
朝
鮮
は
朝
鮮
半

島
全
体
の
支
配
を
最
終
的
な
目
標
と
し
て
韓
国
へ
の
浸
透
を
続
け
、
隅
時
に
米
国
を
悩
ま
せ
困
惑
さ
せ
る
た
め
の
努
力
を
続
け
る
だ
ろ
う
と
指

　
　
⑳

摘
し
た
。
B
5
2
配
備
の
原
因
と
な
っ
た
朝
鮮
半
島
の
緊
張
関
係
は
、
半
年
以
上
が
経
過
し
て
も
継
続
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
日
米
両
政
府
は
B
5
2
配
備
後
の
沖
縄
で
の
運
動
の
高
ま
り
か
ら
、
選
挙
前
の
B
5
2
撤
去
を
検
討
し
た
が
、
朝
鮮
半
島
の
緊
張

状
態
の
継
続
は
、
米
軍
部
が
配
備
継
続
を
主
張
す
る
理
由
の
～
つ
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
日
本
政
府
は
安
保
危
機
後
の
米
国
の
働
き
か
け
な

ど
か
ら
、
韓
国
の
安
全
が
日
本
の
安
全
に
と
っ
て
重
要
だ
と
認
識
し
、
韓
国
の
立
場
に
理
解
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
。
一
方
で
、
沖
縄
で
は
B

52

P
去
を
含
む
現
状
打
破
を
求
め
る
声
が
高
ま
り
、
主
席
選
挙
で
は
革
新
政
権
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
次
章
で
は
、
選
挙
か
ら
約
～
週
間
後

に
起
き
た
B
5
2
墜
落
爆
発
事
故
が
、
当
時
の
状
況
に
与
え
た
影
響
を
見
て
い
き
た
い
。
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、
米
国
に
と
っ
て
は
在
日
米
軍
基
地
に
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す
る
雷
雲
圧
力
の
解
消
に
な
り
、
日

　
　
本
政
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は
米
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去
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逃
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第
三
章
　
二
・
四
ゼ
ネ
ス
ト
と
そ
の
波
紋

沖縄返還交渉と朝鮮半島情勢（成田）

第
一
節
　
B
5
2
墜
落
爆
発
嘉
故

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
起
き
た
B
5
2
の
墜
落
爆
発
事
故
は
、
沖
縄
の
住
民
運
動
を
劇
的
に
高
揚
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
～
一
月
一
九
日

未
明
、
嘉
手
納
基
地
か
ら
発
進
し
よ
う
と
し
て
い
た
B
5
2
一
機
が
離
陸
に
失
敗
し
て
爆
発
炎
上
し
、
搭
載
し
て
い
た
爆
弾
が
次
々
に
爆
発
、
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

時
間
に
わ
た
っ
て
原
野
火
災
を
起
こ
し
、
付
近
の
住
民
を
恐
怖
に
陥
れ
た
。
嘉
手
納
村
議
会
は
当
日
朝
に
臨
時
会
議
を
開
き
、
米
国
に
対
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

「
人
類
の
不
幸
の
根
源
で
あ
る
B
5
2
と
一
切
の
軍
事
基
地
を
即
時
撤
去
す
る
よ
う
強
く
要
求
」
す
る
と
し
た
決
議
を
、
全
会
一
致
で
採
択
し
た
。

夜
に
は
抗
議
の
た
め
に
村
民
大
会
が
開
か
れ
、
五
千
人
が
集
ま
っ
た
。
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翌
日
、
嘉
手
納
基
地
に
隣
接
す
る
知
花
弾
薬
庫
に
核
が
貯
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
報
道
さ
れ
、
嘉
手
納
村
民
の
不
安
と
恐
怖
は
全
県
的
な
も

の
へ
と
広
が
っ
て
い
っ
た
。
対
立
し
て
い
た
人
民
党
系
と
社
会
党
系
の
原
水
協
は
、
沖
縄
県
祖
国
復
帰
協
議
会
（
以
下
復
帰
協
）
と
と
も
に
B

52

ｦ
時
撤
去
、
原
子
力
潜
水
艦
（
以
下
原
潜
）
寄
港
阻
止
を
目
標
と
し
て
共
闘
す
る
こ
と
に
合
意
し
、
立
法
院
で
は
自
民
党
も
B
5
2
撤
去
の
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

場
を
取
る
こ
と
を
決
め
た
。
面
謝
村
長
と
会
見
し
た
嘉
手
納
基
地
司
令
官
が
「
B
5
2
の
事
故
は
交
通
事
故
と
同
じ
よ
う
な
も
の
だ
」
と
発
言
し

た
こ
と
は
、
住
民
の
怒
り
に
さ
ら
に
輪
を
か
け
た
。
嘉
手
納
で
は
＝
月
三
一
日
に
初
め
て
女
性
だ
け
の
抗
議
集
会
が
開
か
れ
、
一
二
月
二
日

に
爆
発
事
故
現
場
と
ほ
ぼ
同
じ
場
所
で
B
5
2
が
異
常
停
止
す
る
事
故
が
起
き
た
こ
と
か
ら
、
学
生
が
無
届
デ
モ
や
抗
議
集
会
を
行
い
、
六
日
に

は
村
役
所
、
村
議
会
な
ど
で
構
成
し
た
嘉
手
納
村
基
地
対
策
協
議
会
が
結
成
さ
れ
た
。
七
日
に
は
嘉
手
納
村
教
職
員
会
が
、
地
域
組
織
単
独
で

は
初
め
て
の
＝
一
時
間
職
場
放
棄
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
っ
た
が
、
村
外
か
ら
も
支
援
団
体
が
か
け
つ
け
、
二
千
人
以
上
が
参
加
し
た
。
同
日
、

「
い
の
ち
を
守
る
県
民
共
闘
会
議
」
（
以
下
県
民
共
闘
会
議
）
が
百
四
〇
団
体
余
り
を
結
集
し
て
結
成
さ
れ
、
B
5
2
の
即
時
撤
去
、
原
潜
寄
港
の

即
時
中
止
、
沖
縄
か
ら
の
一
切
の
核
兵
器
の
即
時
撤
去
を
決
議
し
た
。

　
し
か
し
、
日
本
政
府
は
こ
こ
で
も
、
米
国
に
対
し
積
極
的
に
B
5
2
撤
去
を
求
め
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
日
本
政
府
は
、
国
務
省
か
ら
の
指

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

示
を
受
け
た
駐
日
大
使
館
と
と
も
に
、
日
本
政
府
が
抗
議
し
て
い
な
い
こ
と
を
明
確
に
す
る
報
道
指
針
を
、
事
故
の
当
日
に
作
成
し
て
い
た
。

一
一
一
月
一
日
か
ら
主
席
に
就
任
し
た
屋
良
朝
苗
は
七
日
か
ら
上
京
し
、
本
土
政
府
首
脳
そ
の
他
関
係
機
関
に
対
し
て
就
任
挨
拶
を
行
う
と
と
も

に
、
本
土
か
ら
の
財
政
援
助
、
国
政
参
加
と
と
も
に
B
5
2
の
撤
去
を
要
請
し
た
。
し
か
し
、
＝
日
に
行
わ
れ
た
愛
知
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
会
談
で

は
、
愛
知
揆
　
外
相
が
沖
縄
住
民
の
不
安
を
伝
え
た
が
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
使
が
「
米
政
府
は
沖
縄
を
B
5
2
の
恒
久
基
地
に
す
る
つ
も
り
は
な
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

周
囲
の
情
勢
が
許
せ
ば
漸
次
撤
去
す
る
」
と
従
来
通
り
の
説
明
を
行
っ
た
の
み
だ
っ
た
。

　
県
民
共
闘
会
議
が
一
二
月
一
四
日
に
開
催
し
た
「
い
の
ち
を
守
る
県
民
大
会
」
に
は
、
初
め
て
琉
球
政
府
の
各
局
長
が
参
加
し
、
自
民
党
の

星
克
立
法
院
議
長
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。
こ
の
大
会
で
選
出
さ
れ
た
県
民
代
表
団
は
「
戦
争
の
不
安
と
核
兵
器
の
脅
威
か
ら
、
沖
縄
県
民

を
解
放
せ
よ
」
と
い
う
文
で
始
ま
る
「
本
土
同
胞
へ
の
ア
ピ
ー
ル
」
を
携
え
て
一
七
日
か
ら
上
京
し
、
衆
参
両
院
の
「
沖
縄
及
び
北
方
問
題
に
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関
す
る
特
別
委
員
会
扁
な
ど
で
B
5
2
撤
去
を
訴
え
た
。
こ
の
ア
ピ
ー
ル
は
、
「
人
間
と
し
て
生
き
る
た
め
の
ぎ
り
ぎ
り
の
要
求
」
で
あ
り
、
「
B

52

ｦ
時
撤
去
、
原
潜
寄
港
阻
止
、
一
切
の
核
兵
器
撤
去
」
と
い
う
目
的
を
達
す
る
た
め
に
、
「
ゼ
ネ
ス
ト
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
行
動
を
展
開
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

決
意
」
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
で
も
撤
去
へ
の
協
力
は
得
ら
れ
ず
、
本
土
へ
の
不
信
感
を
強
め
た
代
表
団
は
「
ゼ
ネ
ス
ト
決
行
以

外
な
い
」
と
次
第
に
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
三
日
に
は
立
法
院
臨
時
議
会
が
開
か
れ
、
B
5
2
即
時
撤
去
、
原
潜
寄
港
即
時
取
り
や
め
要
求

決
議
な
ど
が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
、
そ
の
後
も
権
威
を
も
っ
て
調
査
を
行
う
た
め
に
、
軍
関
係
特
別
委
員
会
が
再
設
置
さ
れ
た
。
一
九
六
九

年
一
月
六
日
に
、
県
民
共
闘
会
議
幹
事
会
は
B
5
2
常
駐
か
ら
一
年
と
な
る
二
月
四
日
に
ゼ
ネ
ス
ト
を
実
施
し
、
嘉
手
納
で
一
〇
万
人
集
会
を
行

い
、
慕
手
納
基
地
を
包
囲
す
る
か
た
ち
で
軍
用
道
路
に
座
り
込
む
こ
と
を
決
定
し
た
。
こ
の
時
ま
で
は
、
沖
縄
経
営
者
協
議
会
が
反
対
し
た
の

を
除
い
て
は
、
撤
去
を
求
め
る
機
運
が
島
ぐ
る
み
と
も
い
え
る
規
模
で
盛
り
上
が
り
つ
つ
あ
っ
た
。

第
二
節
　
ゼ
ネ
ス
ト
回
避

沖縄返還交渉と朝鮮半島情勢（成田）

　
一
月
に
入
る
と
、
ご
ω
0
諺
”
は
沖
縄
の
労
働
組
合
中
最
大
の
組
合
員
数
を
擁
す
る
全
沖
縄
軍
労
働
組
合
が
ゼ
ネ
ス
ト
へ
参
加
す
る
こ
と
を
警

戒
し
、
ゼ
ネ
ス
ト
参
加
者
に
は
懲
戒
処
分
を
行
う
と
一
月
一
〇
日
に
警
告
し
た
。
ま
た
、
＝
一
日
に
は
デ
モ
、
集
会
を
処
罰
し
、
政
治
運
動
も

禁
止
す
る
と
し
た
「
総
合
労
働
布
令
」
を
二
五
日
に
施
行
す
る
と
通
告
し
た
。
こ
の
措
置
は
逆
に
運
動
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
る
結
果
と
な
っ
た
。

一
八
日
に
は
沖
縄
県
労
働
組
合
協
議
会
（
以
下
県
労
協
）
が
総
合
労
働
布
令
撤
廃
を
求
め
て
総
決
起
大
会
を
開
催
し
、
同
日
学
生
が
d
ω
O
＞
殉

の
庁
舎
に
突
入
を
図
っ
た
。
同
布
令
は
沖
縄
及
び
本
土
か
ら
の
激
し
い
抗
議
行
動
を
受
け
、
二
三
日
に
施
行
延
期
が
決
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、

同
時
に
ゼ
ネ
ス
ト
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
動
き
も
現
れ
た
。

　
　
月
二
～
日
に
、
米
軍
の
門
前
町
で
あ
っ
た
コ
ザ
市
の
コ
ザ
商
工
会
議
所
は
、
ゼ
ネ
ス
ト
の
影
響
を
懸
念
し
て
「
ゼ
ネ
ス
ト
反
対
」
を
決
議

し
、
立
法
院
な
ど
へ
要
請
を
行
う
こ
と
を
決
め
た
。
県
民
共
闘
会
議
は
ゼ
ネ
ス
ト
態
勢
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
二
四
日
に
県
民
総
決
起
大
会
を

開
催
し
、
約
二
万
人
が
与
儀
公
園
に
集
結
、
デ
モ
行
進
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
嘉
手
納
で
も
、
狭
い
嘉
手
納
に
多
く
の
人
が
集
ま
る
と
経
済
混
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乱
を
引
き
起
こ
す
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
、
米
軍
と
関
係
の
深
い
貸
し
住
宅
組
合
や
商
店
街
な
ど
が
ゼ
ネ
ス
ト
に
反
対
を
表
明
し
、
同
日
ゼ
ネ
ス

ト
反
対
の
陳
情
書
を
嘉
手
納
村
当
局
な
ど
に
提
出
し
た
。
陳
情
書
で
は
、
B
5
2
撤
去
に
つ
い
て
は
「
高
度
な
政
治
問
題
と
し
て
本
土
政
府
や
米

国
に
抗
議
す
る
こ
と
に
賛
成
偏
す
る
と
さ
れ
て
い
た
が
、
嘉
手
納
で
ゼ
ネ
ス
ト
反
対
の
意
思
が
示
さ
れ
た
こ
と
は
、
波
紋
を
呼
ぶ
こ
と
に
な
っ

た
。
ま
た
、
自
民
党
議
員
は
、
B
5
2
撤
去
に
は
賛
成
だ
が
、
ゼ
ネ
ス
ト
は
「
基
地
撤
去
と
七
〇
年
の
安
保
廃
棄
闘
争
を
指
向
す
る
政
治
闘
争

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

だ
」
と
し
て
屋
良
主
席
、
県
民
共
闘
会
議
幹
部
に
ゼ
ネ
ス
ト
中
止
を
訴
え
、
ゼ
ネ
ス
ト
取
り
や
め
を
要
求
す
る
声
明
を
二
七
日
に
出
し
た
。
嘉

手
納
村
で
も
こ
れ
を
受
け
、
翌
日
の
臨
時
村
議
会
で
自
民
党
の
賛
成
多
数
で
陳
情
書
が
原
案
通
り
採
択
さ
れ
た
。
最
も
騒
音
被
害
を
受
け
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

る
屋
良
地
域
で
は
、
ゼ
ネ
ス
ト
に
大
き
な
期
待
を
か
け
て
お
り
、
村
議
会
の
態
度
に
不
満
と
不
信
感
さ
え
見
せ
た
。
し
か
し
、
嘉
手
納
村
で
の

意
見
の
対
立
は
、
結
果
的
に
ゼ
ネ
ス
ト
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
次
に
、
県
民
共
闘
会
議
指
導
部
及
び
屋
良
主
席
の
行
動
を
見
て
み
た

い
。

　
～
月
二
四
日
の
大
会
で
選
出
さ
れ
た
亀
甲
康
吉
議
長
ら
代
表
団
は
二
六
日
か
ら
上
京
し
、
政
府
関
係
者
な
ど
に
B
5
2
即
蒔
撤
去
を
求
め
る
と

と
も
に
、
総
評
を
は
じ
め
と
す
る
労
働
団
体
に
二
・
四
ゼ
ネ
ス
ト
へ
の
協
力
を
訴
え
た
。
～
方
、
日
本
政
府
は
こ
の
状
況
に
危
機
を
感
じ
て
い

た
。
外
務
省
は
ゼ
ネ
ス
ト
回
避
の
た
め
に
米
大
使
館
に
B
5
2
に
つ
い
て
申
し
入
れ
を
行
う
シ
ナ
リ
オ
を
作
成
し
、
愛
知
外
相
の
承
認
を
得
て
い

た
。
千
葉
一
夫
外
務
省
北
米
第
一
課
長
は
二
七
日
に
米
大
使
館
を
訪
れ
て
協
力
を
要
請
し
、
大
使
館
が
こ
れ
に
は
害
は
な
い
と
し
て
拒
否
し
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

か
っ
た
の
で
、
翌
日
牛
場
信
彦
外
務
次
官
が
シ
ナ
リ
オ
通
り
に
オ
ズ
ボ
ー
ン
公
使
に
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。
た
だ
、
牛
場
の
「
日
本
政
府
は
撤

去
さ
れ
る
状
況
が
到
来
す
る
こ
と
を
心
か
ら
希
望
す
る
」
と
の
発
言
が
、
報
道
で
は
外
務
省
が
撤
去
を
要
請
し
た
よ
う
な
印
象
を
与
え
た
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

に
、
米
側
を
戸
惑
わ
せ
た
。
し
か
し
、
愛
知
外
相
ら
と
会
談
し
た
亀
甲
は
同
日
午
後
七
時
、
「
政
府
の
回
答
は
回
避
の
条
件
に
な
ら
な
い
」
と

し
て
、
県
民
共
闘
会
議
と
県
労
協
の
両
事
務
局
に
「
ゼ
ネ
ス
ト
突
入
準
備
指
令
」
を
出
し
た
。

　
屋
良
主
席
は
、
事
故
後
、
苦
悩
の
中
に
あ
っ
た
。
屋
良
は
一
月
初
め
に
も
政
府
首
脳
ら
に
、
B
5
2
の
撤
去
と
原
潜
寄
港
中
止
を
米
国
に
申
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

入
れ
る
こ
と
を
要
請
し
て
い
た
が
、
日
本
政
府
は
「
努
力
す
る
」
と
言
う
だ
け
で
確
約
は
し
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
ア
ン
ガ
ー
高
等
弁
務
官
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⑬

に
も
撤
去
へ
の
協
力
を
求
め
た
が
、
ア
ン
ガ
ー
は
B
5
2
に
つ
い
て
は
通
常
通
り
の
こ
と
し
か
言
え
な
い
と
し
、
ゼ
ネ
ス
ト
回
避
を
要
請
し
た
。

こ
の
中
で
、
一
月
二
五
日
の
大
山
朝
常
コ
ザ
市
長
ら
と
の
会
談
で
、
基
地
依
存
業
者
と
の
対
立
を
避
け
る
た
め
と
し
て
ス
ト
回
避
で
意
見
が
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

致
し
た
こ
と
が
、
屋
良
の
行
動
を
決
定
し
た
。
屋
良
は
、
本
土
と
の
折
衝
で
撤
去
の
メ
ド
が
引
き
出
せ
れ
ば
混
乱
が
回
避
さ
れ
る
と
考
え
、
二

八
日
に
再
び
上
京
し
た
の
で
あ
る
。

　
撤
去
の
メ
ド
は
、
意
外
な
人
物
か
ら
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
上
京
し
た
屋
良
は
、
二
九
日
に
床
次
徳
二
総
理
府
総
務
長
官
、
愛
知
外
相
、

佐
藤
首
相
ら
に
会
っ
た
が
、
具
体
的
な
撤
去
の
期
日
は
引
き
出
せ
な
か
っ
た
。
た
だ
、
そ
の
夜
屋
良
を
訪
ね
た
共
同
通
信
の
高
橋
実
の
勧
め
に

よ
り
、
翌
朝
木
村
俊
夫
内
閣
副
官
房
長
官
の
自
宅
を
訪
ね
た
屋
良
に
、
木
村
は
タ
イ
の
飛
行
場
が
六
月
号
完
成
し
、
パ
リ
会
談
、
ベ
ト
ナ
ム
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

争
は
遅
く
と
も
七
月
に
終
わ
る
た
め
、
「
B
5
2
基
地
は
お
そ
く
と
も
六
、
七
月
ま
で
に
は
撤
去
だ
ろ
う
と
の
見
通
し
」
を
伝
え
た
。
そ
の
後
会

談
し
た
オ
ズ
ボ
ー
ン
は
、
タ
イ
基
地
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
何
も
知
ら
な
い
と
答
え
た
が
、
東
京
折
衝
を
終
え
た
屋
良
は
翌
日
の
記
者
会
見
で

「
本
土
政
府
が
前
向
き
の
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
、
ゼ
ネ
ス
ト
回
避
の
確
た
る
手
が
か
り
は
っ
か
め
な
か
っ
た
が
、
信
頼
で
き
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

人
た
ち
の
話
を
総
括
し
て
み
て
六
、
七
月
ご
ろ
に
は
タ
イ
の
基
地
に
移
駐
す
る
と
い
う
感
触
を
得
た
」
と
発
表
す
る
。

　
沖
縄
に
戻
っ
た
屋
良
は
、
～
月
三
一
日
に
琉
球
政
府
の
緊
急
局
長
会
議
を
開
き
、
午
後
一
時
半
に
共
闘
会
議
幹
部
ら
を
招
い
て
、
「
忍
び
が

た
き
を
忍
ん
で
ゼ
ネ
ス
ト
を
回
避
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
要
請
し
た
。
局
長
会
議
が
ゼ
ネ
ス
ト
回
避
の
要
請
を
す
る
こ
と
を
決
め
た
理
由
に
は
、

撤
去
の
メ
ド
が
得
ら
れ
た
こ
と
に
加
え
、
立
法
院
の
多
数
派
の
意
向
や
地
元
の
嘉
手
納
村
で
村
民
の
意
思
統
～
が
で
き
て
い
な
い
な
ど
、
ゼ
ネ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

ス
ト
に
向
け
て
県
ぐ
る
み
の
合
意
が
成
立
し
て
い
な
い
こ
と
も
含
ま
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
屋
良
は
、
午
後
か
ら
の
会
議
で
回
避
を
要
請
す
る
文

書
を
ま
と
め
一
午
後
八
時
過
ぎ
に
亀
甲
に
手
渡
し
た
。
屋
良
か
ら
の
回
避
要
請
を
受
け
た
共
闘
会
議
は
、
対
応
を
検
討
し
た
が
、
当
日
の
会
議

で
は
結
論
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
ゼ
ネ
ス
ト
決
行
を
迫
る
労
働
者
、
学
生
が
つ
め
か
け
て
混
乱
状
態
に
陥
っ
た
。
こ
の
た
め
に
、
混
乱

の
結
果
不
測
の
事
態
を
招
く
お
そ
れ
が
あ
る
と
判
断
し
た
県
民
共
闘
会
議
は
、
ゼ
ネ
ス
ト
を
回
避
し
代
わ
り
に
県
民
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
を

決
定
し
た
。
嘉
手
納
村
で
は
「
B
5
2
撤
去
運
動
が
す
り
替
え
ら
れ
た
」
と
す
る
ゼ
ネ
ス
ト
賛
成
派
と
、
「
B
5
2
撤
去
の
方
向
は
同
じ
で
あ
り
、
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県
民
大
会
で
も
よ
い
」
と
す
る
反
対
派
の
両
論
に
分
か
れ
た
が
、
古
謝
村
長
は
ゼ
ネ
ス
ト
の
回
避
で
B
5
2
撤
去
運
動
が
す
り
替
え
ら
れ
た
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

思
わ
な
い
と
し
、
早
急
な
B
5
2
撤
去
へ
の
期
待
を
語
っ
た
。

　
二
月
四
日
、
嘉
手
納
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
県
民
総
決
起
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
参
加
を
見
合
わ
せ
た
団
体
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
土

砂
降
り
の
雨
の
中
多
く
の
住
民
が
集
ま
り
、
宮
古
、
八
重
山
で
も
決
起
集
会
が
持
た
れ
た
。
麗
良
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
「
県
民
の
B
5
2
撤

去
に
つ
い
て
の
思
い
つ
め
た
気
持
ち
を
表
し
た
も
の
で
、
き
わ
め
て
意
義
は
大
き
い
。
こ
の
県
民
の
気
持
ち
を
日
米
両
政
府
と
も
率
直
に
認
識

　
　
　
⑲

す
べ
き
だ
」
と
述
べ
た
。
し
か
し
、
ゼ
ネ
ス
ト
の
圃
避
は
、
復
帰
運
動
を
急
進
化
さ
せ
る
原
因
と
な
り
、
革
新
内
部
に
亀
裂
を
生
む
原
因
と
も

な
っ
た
。
こ
の
後
、
復
帰
協
は
三
月
の
定
期
総
会
で
基
本
目
標
を
「
原
水
爆
基
地
撤
去
、
軍
事
基
地
反
対
」
か
ら
「
軍
事
基
地
撤
去
」
に
改
め
、

新
た
に
「
安
保
条
約
の
廃
棄
」
も
打
ち
出
す
な
ど
し
て
急
進
化
し
て
い
く
が
、
同
盟
系
の
二
労
働
組
合
は
基
地
撤
去
は
県
民
世
論
を
集
約
し
た

も
の
で
は
な
い
と
し
て
採
択
に
は
加
わ
ら
ず
、
翌
　
九
七
〇
年
に
は
復
帰
協
か
ら
脱
退
す
る
の
で
あ
る
。
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第
三
節
　
ゼ
ネ
ス
ト
回
避
の
波
紋

　
ゼ
ネ
ス
ト
は
回
避
さ
れ
た
も
の
の
、
沖
縄
で
の
革
新
主
席
の
誕
生
と
、
ゼ
ネ
ス
ト
が
計
画
さ
れ
た
こ
と
は
、
日
米
両
政
府
に
沖
縄
返
還
が
不

可
避
だ
と
認
識
さ
せ
る
結
果
を
も
た
ら
し
て
い
た
。
＝
一
月
に
日
本
と
沖
縄
を
視
察
し
た
ス
ナ
イ
ダ
ー
日
本
部
長
は
、
同
地
域
で
復
帰
を
求
め

る
圧
力
が
高
ま
っ
て
い
る
た
め
、
復
帰
問
題
に
つ
い
て
も
は
や
後
へ
引
け
な
い
段
階
に
き
て
い
る
と
し
、
返
還
の
時
期
の
決
定
を
翌
年
末
を
超

え
て
さ
ら
に
長
引
か
せ
る
望
み
は
な
く
な
っ
て
お
り
、
特
に
心
配
な
の
は
屋
良
が
当
選
し
て
か
ら
沖
縄
で
起
き
て
い
る
情
勢
の
変
化
だ
と
報
告

　
⑳

し
た
。
ま
た
、
佐
藤
首
相
も
沖
縄
で
の
ゼ
ネ
ス
ト
と
総
合
労
働
布
令
へ
の
敵
対
的
な
反
応
が
日
本
の
世
論
に
与
え
る
影
響
を
懸
念
し
、
一
月
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

四
日
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
使
と
の
会
談
で
、
沖
縄
返
還
に
つ
い
て
年
内
に
何
ら
か
の
合
意
を
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。
キ
ッ
シ
ン
ジ

ャ
ー
（
韻
①
臣
眠
く
　
〉
■
　
剛
（
一
ω
ω
一
つ
伽
q
Φ
吋
）
大
統
領
特
別
補
佐
官
は
、
一
月
二
〇
日
に
国
家
安
全
保
障
検
討
覚
書
九
に
お
い
て
、
国
際
情
勢
の
「
総
点
検
」

を
命
じ
、
こ
の
回
答
に
お
い
て
も
沖
縄
の
復
帰
問
題
は
日
米
関
係
の
最
重
要
課
題
と
さ
れ
た
。
こ
れ
以
降
、
沖
縄
基
地
の
機
能
を
低
下
さ
せ
ず
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に
、
ど
う
復
帰
問
題
を
解
決
す
る
か
が
米
側
の
課
題
と
な
っ
て
ゆ
く
。
た
だ
し
、
沖
縄
か
ら
の
B
5
2
の
ベ
ト
ナ
ム
出
撃
に
対
す
る
沖
縄
の
抵
抗

の
強
さ
や
、
復
帰
後
に
B
5
2
の
直
接
発
進
を
継
続
で
き
る
か
も
検
討
事
項
と
な
っ
て
い
た
が
、
J
C
S
は
B
5
2
の
撤
去
は
反
対
派
の
抗
議
項
目

の
た
だ
一
つ
を
除
く
こ
と
に
し
か
な
ら
ず
、
沖
縄
か
ら
の
出
撃
が
も
た
ら
す
利
点
を
そ
の
よ
う
な
政
治
的
要
因
と
等
価
と
み
な
す
こ
と
は
賢
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

で
な
い
と
し
、
「
現
在
、
軍
事
的
考
慮
が
最
も
重
要
で
あ
る
」
と
回
答
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
ジ
ョ
ン
ソ
ン
国
務
次
官
は
、
二
月
＝
日
に
パ
ッ
カ
ー
ド
（
H
）
蝉
く
一
瓢
　
℃
9
0
吋
餌
脱
縣
）
国
防
副
長
官
ら
に
書
簡
を
送
り
、
B
5
2
の
存
在
が
沖
縄
返
還

交
渉
に
悪
影
響
を
与
え
る
と
訴
え
、
ス
ト
ラ
イ
キ
の
直
接
的
な
圧
力
を
受
け
た
中
で
B
5
2
を
撤
去
す
る
こ
と
は
誤
り
だ
と
考
え
る
が
、
そ
れ
は

回
避
さ
れ
た
の
で
、
「
我
々
は
こ
の
飛
行
機
の
静
か
な
撤
去
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
持
っ
た
と
考
え
る
」
と
し
て
、
タ
イ
に
収
容
施
設
を
建

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

歯
し
、
沖
縄
の
B
5
2
を
移
動
さ
せ
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
ブ
ラ
ウ
ン
国
務
次
官
補
代
理
は
、
陸
軍
長
官
が
国
防
長
官
に
B
5
2
を

近
い
将
来
沖
縄
か
ら
撤
去
す
る
こ
と
を
推
奨
し
、
国
防
総
省
国
際
安
全
保
障
局
も
こ
れ
を
支
援
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
が
、
J
C
S
が
反

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

対
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
と
し
て
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
が
再
び
J
C
S
と
交
渉
す
る
こ
と
を
薦
め
た
。
た
だ
、
こ
の
時
も
B
5
2
が
撤
去
さ
れ
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
は
な
か
っ
た
。
二
月
一
五
日
、
J
C
S
は
国
防
長
官
に
B
5
2
の
沖
縄
配
備
の
継
続
を
勧
め
る
覚
書
を
手
渡
し
た
。
泥
沼
化
し
た
ベ
ト
ナ
ム
戦

争
を
遂
行
し
て
い
る
軍
部
か
ら
は
、
軍
事
支
配
か
ら
の
解
放
と
い
う
沖
縄
住
民
の
願
い
は
、
一
顧
だ
に
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
沖
縄
や
日
本
で
復
帰
を
求
め
る
圧
力
が
強
ま
る
中
、
日
米
間
で
沖
縄
返
還
交
渉
が
本
格
化
し
始
め
た
こ
と
は
、
韓
国
や
台
湾
に
危
機

感
を
抱
か
せ
て
い
た
。
一
九
六
八
年
＝
月
に
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
終
結
と
ア
ジ
ア
に
対
す
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
縮
小
を
掲
げ
た
ニ
ク
ソ
ン

（
開
一
〇
7
P
吋
位
ζ
’
H
4
一
×
O
旨
）
が
米
国
大
統
領
に
当
選
し
た
こ
と
も
、
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
。
二
月
二
七
日
に
朴
大
統
領
、
訪
韓
し
た
蒋
経
国
台
湾
国

防
相
の
問
で
非
公
開
会
議
が
行
わ
れ
、
朴
大
統
領
は
、
東
ア
ジ
ア
の
国
々
の
安
全
に
与
え
る
共
産
主
義
の
脅
威
が
増
大
し
て
い
る
状
況
に
お
い

て
、
沖
縄
か
ら
米
軍
が
撤
退
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
関
係
諸
国
が
共
同
で
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
提
案
し
た
。
こ
の
会
議
で
は
、
韓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

国
が
単
独
で
他
の
ア
ジ
ア
の
自
由
主
義
諸
国
に
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

　
こ
れ
以
降
韓
国
で
は
、
政
府
高
官
、
国
会
議
員
、
報
道
機
関
な
ど
が
、
沖
縄
の
日
本
へ
の
返
還
に
大
き
な
懸
念
を
示
す
よ
う
に
な
る
。
日
本
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政
府
が
三
月
～
○
日
に
沖
縄
返
還
交
渉
の
方
針
と
し
て
「
核
抜
き
本
土
並
み
」
を
公
式
に
表
明
す
る
と
、
三
月
一
五
日
に
韓
国
の
丁
国
務
総
理

は
、
米
軍
が
沖
縄
の
軍
事
施
設
を
撤
去
す
る
場
合
、
韓
国
の
領
土
を
新
し
い
米
軍
基
地
と
し
て
提
供
す
る
用
意
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

ま
た
、
韓
国
外
務
部
は
三
月
～
七
日
に
『
琉
球
（
沖
縄
）
問
題
　
　
問
題
点
と
政
府
立
場
隔
と
い
う
基
本
文
書
を
作
成
し
た
。
そ
れ
は
、
沖
縄

返
還
後
も
米
軍
に
よ
る
基
地
の
完
全
自
由
使
用
の
保
障
、
核
兵
器
の
沖
縄
搬
入
と
有
事
の
際
の
米
軍
の
対
等
出
動
と
を
制
約
す
る
お
そ
れ
の
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
事
前
協
議
制
の
適
用
除
外
と
を
、
沖
縄
返
還
の
条
件
と
し
て
日
米
間
の
返
還
協
定
に
最
大
限
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
た
。

　
米
国
政
府
は
、
米
国
が
韓
国
の
懸
念
を
十
分
に
認
識
し
て
い
る
こ
と
を
少
レ
で
も
早
く
伝
え
、
韓
国
政
府
を
安
心
さ
せ
る
よ
う
に
、
三
月
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

二
日
に
駐
韓
米
大
使
館
に
要
請
し
た
。
ポ
ー
タ
ー
大
使
は
韓
国
政
府
に
こ
の
こ
と
を
伝
え
た
が
、
雀
聖
心
外
務
部
長
官
は
三
月
二
五
日
の
記
者

会
見
で
、
沖
縄
問
題
は
「
東
北
ア
ジ
ア
全
体
の
安
全
保
障
を
保
存
す
る
方
向
で
解
決
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
、
韓
国
政
府
の
基
本

的
立
場
を
表
明
す
る
と
と
も
に
、
五
月
二
二
日
に
開
か
れ
る
第
三
次
ベ
ト
ナ
ム
参
戦
七
か
国
会
議
で
、
沖
縄
問
題
を
協
議
す
る
方
針
で
あ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
や
四
月
百
に
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
⊥
u
雪
景
厳
器
暑
Φ
目
）
元
大
統
領
の
蕎
に
参
加
し
た
丁
国
務
総
理
は
・
ブ
ラ
ウ

ン
国
務
次
官
補
代
理
ら
と
会
談
し
た
席
で
、
沖
縄
の
米
軍
基
地
の
問
題
を
挙
げ
、
安
全
に
対
す
る
脅
威
が
何
か
を
日
本
人
は
理
解
し
て
い
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
述
べ
、
米
国
が
沖
縄
の
核
及
び
そ
の
他
の
既
得
権
利
を
放
棄
し
な
い
こ
と
を
要
請
し
た
。
米
国
側
は
丁
の
要
請
に
対
し
「
こ
の
こ
と
を
念
頭

に
置
い
て
日
本
と
交
渉
す
る
」
と
返
答
し
た
が
、
さ
ら
に
崔
は
四
月
八
日
目
ポ
ー
タ
ー
に
「
対
米
覚
書
」
を
手
交
し
た
。
ポ
ー
タ
ー
は
沖
縄
に

関
し
て
日
本
政
府
と
の
間
に
困
難
で
扱
い
に
く
い
問
題
が
あ
る
こ
と
に
注
意
を
促
し
、
韓
国
の
抗
議
は
問
題
の
解
決
に
助
け
に
な
ら
な
い
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

報
道
と
議
会
を
鎮
静
化
さ
せ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
伝
え
た
。
し
か
し
雀
は
、
四
月
＝
一
日
の
グ
リ
ー
ン
（
竃
曽
居
ω
劉
黛
D
一
一
　
∩
｝
村
Φ
Φ
］
P
）
東
ア
ジ
ア
・
太

平
洋
地
域
担
当
次
官
補
と
の
会
談
で
も
、
韓
国
の
安
全
保
障
に
対
す
る
沖
縄
基
地
の
重
要
性
を
指
摘
し
、
沖
縄
基
地
の
様
態
に
重
要
な
変
化
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

あ
る
な
ら
韓
国
と
も
事
前
に
協
議
す
べ
き
だ
と
強
調
し
た
。

　
同
様
に
、
韓
国
外
務
部
は
四
月
九
日
に
金
山
政
英
駐
韓
日
本
大
使
に
も
「
対
日
覚
書
」
を
手
交
し
、
沖
縄
基
地
の
戦
略
的
価
値
を
低
下
さ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

な
い
こ
と
を
希
望
す
る
と
強
調
し
た
。
し
か
し
、
日
本
側
は
韓
国
か
ら
の
申
し
入
れ
が
日
本
国
民
に
悪
影
響
を
与
え
、
韓
国
側
の
狙
い
と
は
全
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く
逆
の
結
果
を
生
み
か
ね
な
い
と
考
え
、
こ
の
件
に
関
す
る
報
道
を
抑
制
す
る
と
と
も
に
、
韓
国
の
態
度
に
不
快
感
を
示
し
た
。
ま
た
、
問
題

を
で
き
る
だ
け
控
え
め
に
扱
い
た
い
の
で
、
米
国
政
府
が
韓
国
に
対
し
公
的
な
返
答
を
考
え
て
い
る
な
ら
ば
、
そ
の
情
報
を
提
供
し
て
も
ら
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

れ
ば
有
難
い
と
米
国
政
府
に
伝
え
た
。
日
米
と
も
に
、
突
然
の
沖
縄
返
還
交
渉
へ
の
韓
国
政
府
か
ら
の
強
い
関
心
の
表
明
に
、
当
惑
し
て
い
た

と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
沖
縄
に
お
け
る
革
新
政
権
の
成
立
と
、
B
5
2
墜
落
爆
発
事
故
後
の
住
罠
運
動
の
高
ま
り
は
、
日
米
両
政
府

に
沖
縄
返
還
が
不
可
避
だ
と
認
識
さ
せ
、
状
況
は
大
き
く
動
い
て
い
っ
た
。
こ
れ
は
、
韓
国
に
沖
縄
の
基
地
機
能
低
下
へ
の
不
安
を
抱
か
せ
る

こ
と
に
も
な
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
韓
国
、
沖
縄
の
状
況
は
、
日
米
の
沖
縄
返
還
交
渉
に
ど
う
反
映
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
③
村
民
の
重
軽
傷
＝
ハ
人
、
校
舎
、
住
宅
等
三
六
五
件
の
被
害
が
出
た
（
屋
良
誌
　
⑨
『
琉
球
新
報
b
一
九
六
九
年
一
旦
三
日
。

　
　
編
纂
委
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第
四
章
　
沖
縄
施
政
権
の
返
還
決
定

第
一
節
　
E
C
似
撃
墜
事
件
の
衝
撃

沖縄返還交渉と朝鮮半島情勢（成田）

　
沖
縄
返
還
交
渉
が
本
格
化
す
る
申
で
、
四
月
一
五
日
に
起
き
た
北
朝
鮮
に
よ
る
米
軍
偵
察
機
E
C
捌
機
撃
墜
事
件
は
、
沖
縄
基
地
の
重
要
性

を
日
米
韓
各
政
府
に
再
認
識
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
米
国
は
四
月
末
、
ワ
シ
ン
ト
ン
で
交
渉
中
の
東
郷
ア
メ
リ
カ
局
長
に
対
し
、
同
事
件
を

引
き
合
い
に
出
し
て
沖
縄
基
地
が
弱
体
化
す
れ
ば
周
辺
諸
国
に
悪
影
響
を
与
え
か
ね
な
い
と
説
き
、
沖
縄
の
基
地
機
能
を
維
持
す
る
こ
と
の
重

　
　
　
　
　
　
①

要
性
を
強
調
し
た
。
ま
た
、
ニ
ク
ソ
ン
政
権
は
五
月
二
八
日
に
、
国
家
安
全
保
障
問
題
決
定
覚
書
一
三
に
お
い
て
、
朝
鮮
、
台
湾
、
ベ
ト
ナ
ム

と
の
関
係
を
考
慮
し
て
、
通
常
兵
器
搭
載
の
場
合
は
沖
縄
基
地
の
自
由
使
用
を
最
大
限
確
保
す
る
こ
と
、
緊
急
時
の
核
兵
器
の
貯
蔵
・
通
過
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
確
保
を
条
件
と
し
て
、
沖
縄
の
七
二
年
返
還
を
受
け
入
れ
る
方
針
を
明
確
に
し
た
。

　
一
方
で
、
米
国
は
日
本
に
悪
印
象
を
与
え
る
こ
と
を
懸
念
し
、
韓
国
か
ら
の
働
き
か
け
が
表
面
化
し
な
い
よ
う
抑
え
よ
う
と
し
た
。
韓
国
は

事
件
後
四
月
末
に
朴
忠
勲
副
首
相
を
日
米
両
国
に
特
使
と
し
て
派
遣
し
、
沖
縄
返
還
に
伴
う
基
地
機
能
の
低
下
に
対
す
る
韓
国
の
憂
慮
を
公
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

的
に
伝
え
、
両
国
の
理
解
を
促
そ
う
と
し
た
。
さ
ら
に
、
五
月
一
二
日
に
開
か
れ
た
韓
米
外
相
会
談
、
二
一
一
日
に
開
か
れ
た
ベ
ト
ナ
ム
参
戦
七

か
国
会
議
で
も
、
北
朝
鮮
の
挑
発
へ
の
対
処
と
沖
縄
問
題
を
提
起
し
た
。
し
か
し
、
共
同
声
明
に
沖
縄
問
題
を
盛
り
込
む
と
の
羅
外
務
部
長
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

の
提
案
を
抑
制
す
る
方
針
を
国
務
省
が
あ
ら
か
じ
め
各
国
大
使
館
に
伝
達
し
て
い
た
た
め
、
北
朝
鮮
へ
の
対
処
に
つ
い
て
は
共
同
声
明
に
盛
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

込
ま
れ
た
が
、
沖
縄
問
題
に
つ
い
て
は
雷
及
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た

　
こ
の
後
、
韓
国
は
再
び
済
州
島
移
転
論
を
提
起
す
る
。
六
月
二
日
、
朴
大
統
領
は
米
ワ
シ
ン
ト
ン
ポ
ス
ト
紙
と
の
単
独
会
見
で
、
「
極
東
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

域
で
の
共
産
主
義
者
の
侵
略
を
阻
止
す
る
た
め
、
韓
国
は
済
州
島
を
米
国
の
新
た
な
海
空
軍
基
地
と
し
て
提
供
す
る
用
意
が
あ
る
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、
六
月
四
日
に
開
か
れ
た
第
二
次
糟
米
国
防
閣
僚
会
談
で
も
、
仁
忠
植
国
防
部
長
官
が
返
還
後
の
沖
縄
基
地
に
つ
い
て
懸
念
を
述
べ
、
済
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州
島
へ
の
海
空
軍
基
地
建
設
を
提
起
し
た
。
パ
ッ
カ
ー
ド
国
防
副
長
官
が
提
案
に
対
し
て
感
謝
し
、
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
遣
い
で
研
究
し
て
い

く
と
述
べ
る
と
、
任
は
「
済
州
島
に
造
る
こ
と
が
様
々
な
面
で
実
質
的
」
だ
と
し
、
日
本
が
韓
国
に
と
っ
て
重
要
な
位
置
に
あ
り
な
が
ら
、
防

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

衛
努
力
も
せ
ず
に
米
軍
基
地
を
撤
収
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
不
満
を
述
べ
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
頃
か
ら
日
本
も
韓
米
両
国
の
意
見
に
理
解
を
示
す
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
六
月
に
愛
知
外
相
が
訪
米
し
、
本
格
的
な
沖

縄
返
還
交
渉
が
始
ま
っ
た
が
、
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
（
ぐ
刈
に
閏
婁
℃
．
知
O
印
q
Φ
目
ω
）
米
国
務
長
官
と
の
第
～
回
会
談
に
お
い
て
、
愛
知
は
東
ア
ジ
ア
・
太
平
洋

地
域
に
お
け
る
日
本
政
府
の
基
本
的
な
政
策
は
米
政
府
と
大
部
分
一
致
し
て
お
り
、
ア
ジ
ア
の
平
和
と
安
定
に
貢
献
す
る
最
も
良
い
方
法
と
し

て
、
相
互
利
益
に
基
づ
い
た
日
米
関
係
の
さ
ら
な
る
強
化
に
最
大
の
努
力
を
払
っ
て
い
る
と
述
べ
、
韓
国
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
日
本
政
府

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

は
韓
国
を
さ
ら
に
強
化
す
る
た
め
に
努
力
を
続
け
る
と
約
束
し
た
。
ま
た
、
六
月
四
日
の
第
二
回
会
談
で
は
、
五
月
に
外
務
省
条
約
局
が
作
成

し
た
「
本
土
並
み
」
を
基
調
と
す
る
日
米
共
同
声
明
案
を
披
露
す
る
一
方
、
韓
国
が
日
本
の
安
全
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

本
編
の
～
方
的
声
明
を
付
け
加
え
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
一
一
日
に
日
本
で
開
か
れ
た
〉
ω
℃
》
0
に
出
席
し
た
崔
外
務
部
長
窟
が
愛
知
に
、

沖
縄
の
基
地
機
能
が
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
返
還
交
渉
に
臨
む
こ
と
を
要
望
し
た
時
も
、
愛
知
は
「
日
本
も
韓
国
を
含
む
極
東
の
安
全
保
障
に
つ

い
て
は
十
分
考
慮
す
る
」
と
囲
清
し
た
。
た
だ
し
、
韓
国
が
望
ん
で
い
た
〉
勺
〉
日
○
構
想
の
実
現
に
つ
い
て
は
、
日
本
政
府
が
反
共
的
・
軍

事
的
色
彩
を
薄
め
る
よ
う
懸
命
な
根
回
し
を
行
っ
た
た
め
に
、
ア
ジ
ア
の
安
全
保
障
に
は
経
済
的
繁
栄
が
前
提
だ
と
い
う
意
見
が
強
く
打
ち
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
〉
ω
℃
｝
○
の
現
状
維
持
を
望
む
米
国
の
思
惑
も
あ
っ
て
、
韓
国
は
同
構
想
の
実
現
を
あ
き
ら
め
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。

　
七
月
一
〇
日
か
ら
は
、
東
京
で
愛
知
外
相
と
マ
イ
ヤ
ー
（
〉
同
b
P
一
P
　
踏
．
ζ
①
く
Φ
巴
）
駐
日
大
使
と
の
問
で
、
日
米
共
同
声
明
に
関
す
る
本
格
的
な

交
渉
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
一
九
六
〇
年
に
事
前
協
議
制
度
が
作
ら
れ
た
際
に
、
緊
急
時
の
米
軍
の
韓
国
出
撃
を
秘
密
裏
に
保
障
す
る
も

の
と
し
て
作
成
さ
れ
た
「
朝
鮮
議
事
録
」
に
関
す
る
議
論
が
行
わ
れ
た
。
日
本
側
は
議
事
録
の
廃
止
を
望
み
、
議
事
録
が
予
見
す
る
事
態
を
カ

バ
ー
す
る
内
容
を
先
述
の
一
方
的
声
明
の
中
で
発
表
す
る
方
法
を
提
起
し
た
が
、
米
側
は
口
約
束
よ
り
も
確
実
で
恒
久
的
な
も
の
を
欲
し
て
い

る
と
し
て
、
合
意
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
一
方
、
米
側
は
七
月
一
三
日
に
共
同
声
明
の
対
案
を
手
交
し
た
。
そ
れ
は
沖
縄
の
核
兵
器
を
返
還
後
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も
存
置
し
、
米
国
の
韓
国
へ
の
作
戦
行
動
に
対
し
て
事
実
上
、
日
本
が
事
前
の
同
意
を
与
え
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
日
本
側
対
案
と
全
く
対

　
　
　
　
　
　
　
⑪

立
す
る
も
の
だ
っ
た
。
ま
た
、
パ
ッ
カ
ー
ド
国
防
副
長
官
は
、
七
月
一
七
日
に
韓
国
議
員
団
に
対
し
、
日
本
と
の
交
渉
に
失
敗
し
た
場
合
、
済

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

州
島
移
転
論
を
受
諾
す
る
用
意
が
あ
る
と
述
べ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
八
月
に
東
郷
ア
メ
リ
カ
局
長
と
ス
ナ
イ
ダ
ー
公
使
と
の
間
で
、
日
米
共
同
声
明
と
一
方
的
声
明
に
関
す
る
集
中
的
な
交
渉
が
行
わ
れ
た
。
こ

の
時
点
で
、
日
本
側
の
共
同
声
明
案
に
は
、
「
韓
国
の
安
全
は
日
本
の
安
全
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る
と
述
べ
た
」
と
の
文
言
が
盛
り
込
ま
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

て
お
り
、
東
郷
は
米
側
の
提
案
と
日
本
側
の
韓
国
に
つ
い
て
の
一
方
的
声
明
の
内
容
は
、
実
質
的
に
は
同
じ
だ
と
の
認
識
を
示
し
た
。
八
月
二

一
日
か
ら
行
わ
れ
た
朴
・
ニ
ク
ソ
ン
会
談
で
朴
大
統
領
が
済
州
島
移
転
論
を
再
び
提
示
し
た
際
、
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
は
韓
国
の
安
全
を
損
じ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

こ
と
が
な
い
よ
う
に
交
渉
に
臨
ん
で
い
る
と
伝
え
る
一
方
、
韓
国
，
へ
の
基
地
建
設
に
は
否
定
的
な
見
解
を
示
し
た
。
ま
た
、
同
月
開
か
れ
た
第

三
回
日
韓
定
期
閣
僚
会
議
で
も
、
日
本
側
は
沖
縄
問
題
に
言
及
し
、
日
本
及
び
極
東
の
安
全
に
支
障
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
。

第
二
節
　
B
5
2
問
題
の
再
燃

沖縄返還交渉と朝鮮半島i青勢（成田）

　
一
方
、
同
時
期
の
沖
縄
で
は
、
四
月
二
八
日
の
沖
縄
デ
ー
な
ど
に
B
5
2
撤
去
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
掲
げ
ら
れ
、
復
帰
協
が
六
月
二
三
日
の
「
慰

霊
の
日
」
を
「
反
戦
の
日
」
に
設
定
し
B
5
2
撤
去
要
求
を
中
心
と
し
た
反
戦
大
会
を
開
く
な
ど
、
B
5
2
反
対
運
動
も
続
け
ら
れ
て
い
た
が
、
日

米
両
政
府
に
危
機
感
を
与
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
E
C
搬
撃
墜
事
件
後
、
米
国
で
は
国
務
、
国
防
両
省
な
ど
の
中
堅
幹
部
か
ら
な
る
、
ワ
シ

ン
ト
ン
特
別
行
動
グ
ル
ー
プ
が
結
成
さ
れ
、
北
朝
鮮
か
ら
の
攻
撃
に
対
す
る
軍
事
的
対
応
に
備
え
た
緊
急
計
画
が
検
討
さ
れ
、
五
月
八
日
か
ら

は
嘉
手
納
あ
る
い
は
グ
ア
ム
の
B
5
2
の
使
用
も
そ
の
検
討
対
象
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
時
の
J
C
S
の
計
画
は
、
〉
容
U
戯
葺
作
戦
に
使
用
す

る
B
5
2
の
う
ち
三
機
を
使
用
し
、
夜
に
平
壌
東
飛
行
場
（
源
8
掃
き
ゆ
q
留
ω
け
≧
墜
①
鳳
）
に
奇
襲
攻
撃
を
か
け
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

戦
の
利
点
と
し
て
は
、
攻
撃
ま
で
の
所
要
時
間
が
短
く
、
ベ
ト
ナ
ム
で
の
作
戦
へ
の
影
響
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。

屋
良
が
「
撤
去
の
感
触
」
を
得
た
と
語
っ
た
七
月
の
段
階
で
も
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
大
統
領
特
別
補
佐
官
は
、
将
来
E
C
皿
撃
墜
事
件
と
岡
じ
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⑰

よ
う
な
事
件
が
起
き
た
場
合
、
B
5
2
に
よ
る
北
朝
鮮
攻
撃
が
必
要
に
な
る
と
考
え
て
い
た
。
た
だ
、
屋
良
の
「
見
通
し
」
に
つ
い
て
は
沖
縄
の

運
動
団
体
が
問
題
と
す
る
こ
と
は
な
く
、
屋
良
自
身
も
七
月
の
民
政
官
と
の
会
議
で
、
B
5
2
問
題
に
つ
い
て
は
触
れ
な
い
方
が
い
い
と
い
う
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

と
で
意
見
が
一
致
し
て
い
た
。

　
し
か
し
、
七
月
一
八
日
に
米
紙
が
沖
縄
に
毒
ガ
ス
が
配
備
さ
れ
て
い
る
と
報
道
す
る
と
、
再
び
住
民
の
不
安
は
高
ま
っ
た
。
立
法
院
は
七
月

～
＝
～
日
に
毒
ガ
ス
の
即
時
撤
去
を
決
議
し
、
復
帰
協
も
「
毒
ガ
ス
兵
器
の
即
時
撤
去
を
要
求
す
る
県
罠
大
会
」
を
開
催
し
た
。
だ
が
、
毒
ガ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

も
移
設
先
が
決
ま
ら
な
い
ま
ま
そ
の
後
～
年
以
上
放
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
屋
良
主
席
は
四
月
か
ら
三
度
に
わ
た
っ
て
上
京
し
、
「
即
時
無

条
件
全
面
返
還
」
と
い
う
沖
縄
の
要
求
を
訴
え
続
け
、
B
本
政
府
高
官
は
在
沖
米
軍
基
地
の
整
理
縮
小
が
復
帰
後
に
行
わ
れ
る
と
の
見
通
し
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

繰
り
返
し
伝
え
て
い
た
が
、
沖
縄
側
の
不
信
感
は
強
ま
っ
て
い
っ
た
。

　
こ
の
不
安
や
不
信
感
を
さ
ら
に
高
め
た
の
が
、
一
〇
月
二
三
日
に
共
同
通
信
が
、
沖
縄
の
B
5
2
が
水
爆
を
積
み
、
中
国
と
北
朝
鮮
で
通
常
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
る
と
報
道
し
た
こ
と
だ
っ
た
。
翌
日
、
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
も
こ
れ
を
大
き
く
報
道
し
た
た
め
、
駐
日
大
使
館
は
す
ぐ
に

日
本
政
府
に
反
響
を
鈍
ら
せ
る
よ
う
に
催
促
し
、
外
務
省
は
そ
れ
を
受
け
て
記
事
の
信
用
性
に
疑
問
を
投
げ
か
け
よ
う
と
試
み
た
。
一
方
、
屋

良
主
席
は
二
四
日
に
フ
ィ
ア
リ
ー
（
沁
O
び
Φ
「
什
　
男
Φ
鋤
桟
①
《
）
民
政
官
に
会
い
、
高
等
弁
務
官
と
こ
の
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
を
要
求
し
た
。

フ
ィ
ア
リ
ー
も
水
爆
パ
ト
ロ
ー
ル
は
憶
測
だ
と
し
て
反
響
を
抑
え
る
よ
う
要
請
し
た
が
、
屋
良
は
県
民
の
不
安
を
強
調
し
た
。
駐
日
大
使
館
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ご
ω
0
跨
知
は
こ
れ
ら
が
沖
縄
返
還
交
渉
に
何
等
か
の
影
響
を
与
え
よ
う
と
す
る
も
の
だ
と
み
て
、
国
務
省
に
指
示
を
仰
い
だ
。
国
務
省
は
、

「
特
定
の
場
所
に
あ
る
核
兵
器
の
存
在
に
つ
い
て
は
肯
定
も
否
定
も
し
な
い
」
、
「
戦
略
兵
器
の
作
戦
活
動
に
つ
い
て
は
論
評
し
な
い
」
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

米
国
の
基
本
姿
勢
を
再
確
認
し
、
ま
た
日
本
政
府
と
屋
良
主
席
に
共
同
通
信
の
話
に
は
根
拠
が
な
い
と
非
公
式
に
伝
え
る
よ
う
指
示
し
た
。

　
フ
ィ
ア
リ
ー
は
国
務
省
の
回
答
を
屋
良
に
伝
え
た
が
、
麗
良
は
高
等
弁
務
官
と
の
会
見
を
望
み
、
一
〇
月
二
七
日
に
開
か
れ
た
会
議
で
ラ
ン

パ
ー
ト
（
蜜
ヨ
Φ
ω
b
d
．
冨
ヨ
需
乙
高
等
弁
務
宮
に
、
住
民
の
不
安
を
和
ら
げ
る
た
め
に
声
明
を
出
す
こ
と
を
要
請
し
た
。
ラ
ン
パ
ー
ト
が
国
策

の
た
め
に
で
き
な
い
と
し
、
報
道
さ
れ
た
日
本
政
府
の
発
言
を
引
用
す
る
こ
と
を
勧
め
る
と
、
屋
良
は
、
「
B
5
2
の
撤
去
に
よ
っ
て
の
み
終
わ
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ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
恐
怖
と
不
安
の
中
に
住
民
は
暮
ら
し
て
い
る
」
と
述
べ
、
一
一
月
初
め
に
佐
藤
首
相
に
問
題
の
解
決
を
求
め
る
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

計
画
し
て
い
る
と
伝
え
た
。

　
　
方
、
立
法
院
で
も
B
5
2
は
議
論
の
的
と
な
っ
た
が
、
自
民
党
幹
部
は
フ
ィ
ア
リ
ー
か
ら
屋
良
と
同
様
の
情
報
を
得
て
、
立
法
院
の
各
派
交

渉
会
で
B
5
2
撤
去
要
求
決
議
に
反
対
す
る
｝
方
、
完
全
な
施
政
権
返
還
を
実
現
す
る
た
め
の
施
政
権
返
還
決
議
を
行
う
こ
と
を
提
案
し
た
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
た
め
、
返
還
に
対
す
る
各
党
の
立
場
の
違
い
が
露
呈
し
、
交
渉
会
は
紛
糾
し
た
。
結
局
、
自
民
党
は
一
〇
月
二
九
日
に
立
法
院
本
会
議
で
、

革
新
議
員
団
欠
席
の
中
単
独
で
返
還
決
議
を
行
い
、
翌
日
審
議
さ
れ
た
B
5
2
撤
去
決
議
は
、
反
対
多
数
で
否
決
し
た
。
た
だ
し
、
採
択
さ
れ
た

返
還
決
議
は
、
六
九
年
四
月
に
与
野
党
議
員
が
共
同
で
提
案
し
た
、
沖
縄
の
施
政
権
返
還
の
意
味
す
る
も
の
は
「
民
主
的
平
和
憲
法
の
下
に
沖

縄
の
地
位
を
圃
復
す
る
全
面
返
還
」
で
あ
り
、
「
核
付
き
返
還
、
基
地
の
自
由
使
用
を
求
め
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
す
る

決
議
に
、
さ
ら
に
戦
後
処
理
の
解
決
と
自
立
経
済
の
確
立
へ
の
要
求
を
加
え
た
も
の
で
あ
り
、
「
決
し
て
禍
根
を
残
す
よ
う
な
形
の
施
政
権
返

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

還
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
の
県
民
の
願
い
を
反
映
し
た
も
の
と
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
沖
縄
の
住
民
運
動
は
再
び
高
揚
を
む
か
え
た
。
嘉
手
納
村
議
会
は
翌
日
の
臨
時
会
議
で
、
「
B
5
2
の
水
爆
パ
ト
ロ
ー
ル
に
抗
議
し
B

52

ﾌ
即
蒔
撤
去
を
要
求
す
る
決
議
」
を
全
会
一
致
で
採
択
し
た
。
一
〇
月
三
一
日
に
嘉
手
納
村
職
員
労
働
組
合
が
ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
い
、
嘉
手

納
基
地
対
策
協
議
会
も
、
参
加
者
を
村
民
の
み
に
限
定
し
、
一
一
月
五
日
に
村
民
決
起
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
ま
た
、
「
い
の
ち

を
守
る
県
民
共
闘
会
議
」
は
一
〇
月
三
一
日
に
幹
事
会
を
開
き
、
活
動
再
開
を
正
式
に
決
定
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
背
景
に
一
一
月
七
日

か
ら
上
京
し
た
屋
良
主
席
は
、
一
〇
日
に
佐
藤
首
相
と
会
談
し
、
「
佐
藤
総
理
大
臣
に
訴
え
る
」
と
題
し
た
文
書
を
読
み
上
げ
、
一
九
日
か
ら

予
定
さ
れ
た
日
米
首
脳
会
談
で
①
沖
縄
の
即
時
無
条
件
全
面
返
還
、
②
核
兵
器
、
B
5
2
、
毒
ガ
ス
兵
器
等
の
完
全
な
撤
去
、
③
原
潜
の
寄
港
中

止
、
④
基
地
の
自
由
使
用
、
B
5
2
そ
の
他
攻
撃
兵
器
の
発
進
を
許
さ
な
い
こ
と
等
の
実
現
を
要
請
し
た
。
首
相
は
「
首
脳
会
談
は
大
綱
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

県
民
の
納
得
で
き
る
よ
う
に
誠
意
を
も
っ
て
最
善
を
尽
く
す
」
と
答
え
た
。
ま
た
、
復
帰
協
は
佐
藤
訪
米
を
「
最
大
の
愛
い
」
と
製
出
づ
け
、

「
即
時
無
条
件
全
面
返
還
」
を
求
め
、
＝
月
一
三
日
か
ら
一
七
日
に
わ
た
っ
て
統
～
抗
議
行
動
を
展
開
し
た
。
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第
三
節
佐
藤
・
ニ
ク
ソ
ン
共
同
声
明

　
復
帰
の
当
事
者
で
あ
る
沖
縄
住
民
の
懸
念
を
そ
の
ま
ま
に
し
た
ま
ま
、
米
国
政
府
内
で
は
韓
国
と
台
湾
に
対
し
沖
縄
返
還
交
渉
の
進
展
を
伝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

え
る
こ
と
が
、
九
月
末
か
ら
議
論
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
日
本
政
府
内
で
も
、
韓
国
と
台
湾
の
懸
念
を
和
ら
げ
る
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
取
る

こ
と
が
一
〇
月
末
に
議
論
さ
れ
、
後
に
な
っ
て
国
会
で
問
題
と
な
る
の
を
避
け
る
た
め
に
、
各
国
の
大
使
に
必
要
が
あ
れ
ば
沖
縄
返
還
に
対
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

る
日
本
政
府
の
方
針
に
つ
い
て
尋
ね
る
よ
う
求
め
、
先
方
か
ら
尋
ね
ら
れ
れ
ば
口
頭
で
答
え
る
と
い
う
方
法
を
取
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
た
。
米

政
府
側
は
一
〇
月
一
一
七
日
に
台
湾
、
＝
月
七
日
に
は
韓
国
に
ス
ナ
イ
ダ
ー
公
使
ら
を
派
遣
し
、
「
協
議
」
す
る
こ
と
な
く
沖
縄
返
還
交
渉
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

進
展
を
伝
え
、
両
者
の
利
益
が
日
米
に
よ
っ
て
十
分
に
考
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
た
。
ま
た
、
佐
藤
首
相
は
一
一
月
二
一
日
付
で
親
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
朴
大
統
領
と
蒋
介
石
総
統
に
送
る
案
を
、
＝
月
一
二
日
に
承
認
し
た
。
前
述
の
「
朝
鮮
議
事
録
」
に
つ
い
て
は
、
日
本
側
は
廃
止
を
求
め

続
け
て
い
た
が
、
米
側
は
＝
月
四
日
に
も
た
れ
た
東
郷
ア
メ
リ
カ
局
長
と
の
会
見
で
、
「
こ
の
問
題
に
は
触
れ
た
く
な
い
」
と
の
姿
勢
を
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

し
、
廃
止
す
る
と
い
う
合
意
は
で
き
な
か
っ
た
。

　
＝
月
一
九
日
か
ら
佐
藤
・
ニ
ク
ソ
ン
会
談
が
行
わ
れ
、
二
一
日
に
七
二
年
の
沖
縄
返
還
を
明
記
し
た
佐
藤
・
ニ
ク
ソ
ン
共
同
声
明
が
発
表

さ
れ
た
。
第
四
項
に
は
、
韓
国
及
び
台
湾
の
安
全
を
保
障
し
た
、
「
韓
国
条
項
」
、
「
台
湾
条
項
」
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。
ま
た
、
佐
藤
首
相

は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
プ
レ
ス
ク
ラ
ブ
で
演
説
を
行
っ
た
申
で
、
韓
国
に
対
し
武
力
攻
撃
が
発
生
し
、
米
軍
が
日
本
国
内
の
施
設
・
区
域
を
戦
闘
作

戦
行
動
の
発
進
基
地
と
し
て
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
が
生
じ
た
場
合
、
「
事
前
協
議
に
対
し
前
向
き
に
、
か
つ
す
み
や
か
に
態
度
を

決
定
す
る
方
針
」
で
あ
る
と
述
べ
た
。
日
本
で
は
「
核
抜
き
、
本
土
並
み
」
返
還
の
実
現
だ
と
受
け
取
ら
れ
た
の
に
対
し
、
韓
国
側
に
は
返
還

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

後
も
沖
縄
基
地
の
機
能
は
維
持
さ
れ
、
有
事
の
際
の
核
搬
入
が
可
能
だ
と
い
う
こ
と
が
伝
え
ら
れ
た
。
韓
国
政
府
は
「
沖
縄
米
軍
基
地
の
戦
略

的
価
値
が
減
少
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
韓
国
の
主
張
が
そ
の
ま
ま
反
映
さ
れ
た
」
と
満
足
の
意
を
表
明
し
た
が
、
日
本
の
対
応
に
対
す
る
韓

国
側
の
不
信
感
は
完
全
に
は
消
え
ず
、
崔
外
務
部
長
官
は
後
に
沖
縄
返
還
が
実
現
さ
れ
る
ま
で
働
き
か
け
を
続
け
る
意
思
を
表
明
し
た
。
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沖
縄
で
は
、
共
同
声
明
に
対
し
て
不
満
が
表
明
さ
れ
た
。
屋
良
主
席
は
①
核
基
地
撤
去
、
B
5
2
の
取
り
扱
い
、
事
前
協
議
の
運
用
な
ど
憂
慮

さ
れ
る
問
題
を
残
し
て
い
る
、
②
安
保
条
約
の
長
期
継
続
は
、
平
和
な
島
を
建
設
し
た
い
と
い
う
県
民
の
願
い
と
も
相
い
れ
な
い
し
容
認
で
き

な
い
、
③
軍
事
基
地
が
現
状
維
持
と
い
う
こ
と
で
は
、
本
当
に
「
本
土
並
み
」
か
ど
う
か
疑
義
が
残
る
、
と
指
摘
し
た
。
嘉
手
納
村
で
も
保
守
、

革
新
を
問
わ
ず
、
共
同
声
明
に
B
5
2
問
題
が
扱
わ
れ
ず
、
核
抜
き
を
明
確
に
表
現
し
て
い
な
い
点
に
不
満
を
示
し
た
が
、
古
謝
村
長
は
、
施
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

権
が
本
土
に
移
る
こ
と
に
よ
り
B
5
2
問
題
も
早
期
解
決
に
向
か
う
と
の
期
待
を
語
っ
た
。
し
か
し
復
帰
協
な
ど
は
、
こ
の
後
も
基
地
撤
去
、
安

保
廃
棄
を
求
め
、
日
米
両
政
府
の
返
還
政
策
に
抗
議
し
続
け
る
こ
と
に
な
る
。
住
民
運
動
の
高
ま
り
は
、
沖
縄
返
還
が
実
現
す
る
大
き
な
要
因

と
な
っ
た
も
の
の
、
韓
国
を
は
じ
め
と
す
る
周
辺
諸
国
の
状
況
や
そ
れ
ら
の
意
向
な
ど
か
ら
、
返
還
の
形
態
は
沖
縄
住
民
の
望
む
形
態
と
は
程

遠
い
も
の
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。
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○
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］
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縄
県
公
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轡
館
。

⑲
毒
ガ
ス
は
一
九
七
一
年
目
二
度
に
分
け
て
米
領
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
島
に
移
送
さ
れ

　
た
。
撤
去
が
完
了
し
た
の
は
㎝
九
七
一
年
九
月
九
日
で
あ
る
。

⑳
交
渉
の
詳
細
に
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い
て
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⑳
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①
ぼ
鴨
餌
B
沖
O
導
警
㊦
団
剛
α
q
ぴ
O
O
ヨ
ヨ
坤
ω
ω
δ
鄭
Φ
『
o
点
け
『
Φ
菊
《
彊
評
く
⊆
H
o
り
一
磐
鳥
ω
8

　
魯
Φ
∪
①
O
節
答
ヨ
①
ロ
け
O
｛
酔
げ
Φ
〉
同
ヨ
ざ
鵠
O
図
團
1
い
裳
刈
H
鱒
O
N
も
。
信
α
Φ
O
け
O
》
＼
O
国

　
竃
Φ
①
鋤
ロ
α
Q
圃
O
o
8
σ
興
卜
⊃
《
6
①
P
凡
ミ
様

⑫
　
↓
Φ
竃
讐
帥
ヨ
聴
。
筥
筈
Φ
U
Φ
O
曽
隣
ヨ
①
簿
o
h
ω
肖
讐
Φ
8
荘
Φ
国
ヨ
σ
鋤
ω
望
ぎ

　
｝
鋤
ロ
磐
＼
出
薗
『
O
o
日
暮
δ
Q
o
δ
コ
Φ
門
O
｛
寒
く
巳
q
ロ
H
ω
幣
門
口
ω
・
ω
3
滞
一
〇
Q
H
O
O
N
ω
螺
げ
器
9
　

　
〉
　
δ
ゆ
q
Φ
α
累
＝
∩
δ
9
0
「
じ
d
I
㎝
卜
σ
閃
謡
ぼ
q
ぴ
樽
旨
O
琴
○
江
部
叫
芝
p
。
、
0
9
0
σ
Φ
H
卜
⊃
9
一
Φ
①
9
凡
ミ
鉢

　
実
際
に
パ
ト
ロ
ー
ル
が
行
わ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
で
は
確
認

　
で
き
て
い
な
い
。

⑬
　
6
鉱
Φ
嘆
四
ヨ
坤
。
帯
説
Φ
麟
戯
げ
O
o
ヨ
B
δ
ω
閂
。
降
興
o
h
夢
①
ヵ
＜
巳
ハ
＜
儒
H
。
。
一
嘗
山
ω
8

　
9
Φ
O
Φ
賢
叫
嵩
ヨ
Φ
鵠
酔
鼠
轡
げ
Φ
〉
附
ヨ
ざ
O
＞
刈
＝
O
Q
Q
◎
噂
G
∩
傭
σ
δ
O
け
0
＞
＼
O
国
竃
Φ
象
冒
α
q
’

　
O
O
8
σ
Φ
N
楠
9
一
㊤
0
9
ミ
ミ
　
↓
Φ
帯
鯉
山
ヨ
蹄
。
筥
昏
①
国
碍
ぴ
O
O
ヨ
ヨ
置
匹
。
訂
Φ
「
O
団
9
①

　
カ
〈
三
受
β
H
ω
冨
コ
α
ω
8
回
目
①
O
①
U
胃
け
ヨ
Φ
訂
脅
o
h
筈
Φ
〉
脱
筥
メ
麟
O
菊
》
ぴ
乞
刈
一
b
⊃
①
メ

　
ω
¢
9
①
O
嘗
霞
回
0
0
竃
＼
O
円
竃
Φ
Φ
言
口
σ
q
．
O
O
8
σ
Φ
肘
卜
⊃
N
H
ゆ
③
P
凡
ミ
猟

⑳
　
入
民
、
社
会
両
党
は
返
還
交
渉
は
県
民
の
要
求
と
は
反
対
の
方
向
で
進
め
ら
れ

　
て
い
る
と
し
て
自
民
党
の
案
に
反
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沖縄返還交渉と朝鮮半島情勢（成田）

お
　
わ
　
り
　
に

　
本
稿
で
は
、
韓
国
の
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
か
ら
沖
縄
の
施
政
権
返
還
決
定
に
至
る
ま
で
の
東
ア
ジ
ア
の
状
況
と
変
化
の
相
関
関
係
を
、
B
5
2
沖
縄

配
備
に
着
目
し
て
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
一
九
六
五
年
の
米
国
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
本
格
介
入
後
、
韓
国
政
府
は
積
極
的
に
ベ
ト
ナ
ム
派
兵
を
行

っ
た
。
そ
れ
は
北
朝
鮮
が
挑
発
行
為
を
増
加
さ
せ
る
一
因
と
な
り
、
朝
鮮
半
島
情
勢
は
悪
化
し
、
一
九
六
八
年
初
頭
に
危
機
は
頂
点
に
達
し
た
。

安
保
危
機
後
、
韓
国
で
は
与
野
党
と
も
に
自
国
の
安
保
に
対
す
る
不
安
が
高
ま
り
、
自
主
国
防
論
、
沖
縄
基
地
済
州
島
移
転
論
、
〉
℃
〉
日
○

構
想
な
ど
、
韓
国
の
防
衛
強
化
に
向
け
て
様
々
な
提
案
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
　
方
、
安
保
危
機
の
中
で
朝
鮮
半
島
情
勢
悪
化
へ
の
抑

止
装
置
と
し
て
沖
縄
に
B
5
2
が
配
備
さ
れ
、
そ
の
後
の
ベ
ト
ナ
ム
情
勢
の
悪
化
の
た
め
に
ベ
ト
ナ
ム
出
撃
に
使
用
さ
れ
始
め
た
こ
と
は
、
沖
縄

の
住
民
運
動
高
揚
の
き
っ
か
け
と
な
り
、
三
大
選
挙
で
革
新
政
権
が
成
立
す
る
要
因
の
一
つ
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
安
保
危
機
後
に
米
国
政
府

が
韓
国
と
日
本
の
安
金
が
一
つ
の
問
題
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
沖
縄
住
民
の
B
5
2
撤
去
要
請
に
対
し
同
情
し
な
い
よ
う
圧
力
を
か
け
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
日
本
政
府
は
「
韓
国
の
安
全
は
日
本
に
と
っ
て
重
要
」
だ
と
い
う
認
識
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
日
米
韓
の
安
保
協
力
が
進
み
始
め

た
。　

三
大
選
挙
直
後
に
起
き
た
B
5
2
墜
落
爆
発
事
故
は
、
沖
縄
住
民
を
恐
怖
に
陥
れ
、
B
5
2
の
撤
去
を
め
ぐ
っ
て
ゼ
ネ
ス
ト
が
計
画
さ
れ
る
事
態

と
な
っ
た
。
結
果
的
に
ゼ
ネ
ス
ト
は
回
避
さ
れ
た
も
の
の
、
日
米
両
政
府
は
沖
縄
返
還
が
不
可
避
だ
と
認
識
し
、
沖
縄
返
還
交
渉
が
本
格
化
し

た
。
沖
縄
返
還
後
に
沖
縄
の
基
地
が
弱
体
化
す
る
こ
と
を
恐
れ
た
韓
国
政
府
は
、
沖
縄
の
基
地
機
能
を
維
持
す
る
よ
う
に
日
米
に
対
し
積
極
的

に
働
き
か
け
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
日
米
共
同
声
明
に
は
「
韓
国
条
項
」
が
盛
り
込
ま
れ
、
日
米
韓
の
安
保
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
が
初
め
て
具

体
化
さ
れ
た
。
～
方
、
琉
球
政
府
は
「
即
時
無
条
件
全
面
返
還
」
を
主
張
し
続
け
た
が
、
そ
れ
が
日
米
共
同
声
明
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
日
米
両
政
府
に
は
、
沖
縄
の
住
民
運
動
は
、
朝
鮮
半
島
情
勢
と
同
様
に
、
情
勢
を
不
安
定
化
さ
せ
る
要
因
と
し
て
し
か
見
な
さ
れ
て
お

ら
ず
、
住
艮
の
不
満
を
そ
ら
せ
、
情
勢
を
安
定
さ
せ
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
沖
縄
の
基
地
機
能
を
維
持
し
た
ま
ま
日
本
に
返
還
す
る
と
い
う
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方
法
が
取
ら
れ
た
の
だ
と
い
え
る
。
沖
縄
の
住
民
運
動
の
高
揚
の
背
景
に
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
や
朝
鮮
半
島
情
勢
と
い
っ
た
国
際
情
勢
の
変
化

に
対
応
し
て
米
軍
基
地
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
自
ら
の
生
活
を
脅
か
し
て
い
る
と
い
う
危
機
感
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
形
式
的
な
日
本
へ

の
復
帰
に
よ
っ
て
解
消
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
、
述
べ
る
ま
で
も
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
最
後
に
、
今
後
の
課
題
を
二
つ
挙
げ
て
お
き
た
い
。
一
つ
は
、
日
韓
国
交
正
常
化
と
米
国
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
本
格
介
入
の
相
関
関
係
で
あ
る
。

日
韓
国
交
正
常
化
は
、
沖
縄
返
還
で
具
体
化
さ
れ
た
日
米
韓
の
安
保
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
が
形
成
さ
れ
る
起
点
で
あ
り
、
米
国
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

へ
の
本
格
介
入
と
同
時
期
に
行
わ
れ
た
。
日
韓
国
交
正
常
化
が
、
米
国
の
東
ア
ジ
ア
戦
略
の
中
で
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
か
検
討
す

る
こ
と
で
、
米
国
が
両
国
に
対
し
何
を
望
ん
で
い
た
か
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
も
う
一
つ
は
、
沖
縄
返
還
に
対
す
る

台
湾
の
認
識
や
動
向
で
あ
る
。
沖
縄
に
対
し
本
稿
で
は
十
分
に
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
台
湾
も
韓
国
と
と
も
に
沖
縄
基
地
機
能
が
維
持
さ
れ

る
よ
う
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
が
当
時
台
湾
が
置
か
れ
た
状
況
と
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
や
、
韓
国
と

台
湾
の
沖
縄
返
還
交
渉
に
対
す
る
協
力
関
係
な
ど
つ
い
て
、
さ
ら
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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the　active　adoption　by　certain　progressive　farmers　also　involved　regional

aspirations．　FiRaily，　1　examine　the　process　by　which　the　use　of　the　pump

become　strictly　regulated　by　the　coloniai　government，

The　lnfluence　of　the　Security　Crisis　on　the　KoreaR　Peninsula

　　　　on　the　Okinawa　Reversion　Negotiations，　Focusing　on

　　　　　　　　the　Deployment　of　B52　Bombers　in　Okinawa

by

NARITA　Chihiro

　　The　B52　is　a　large　strategic　bomber　that　calt　be　equipped　with　nuclear

weapons．　The　U．　S．　Air　Force　used　B52s　for　carpet－bombing　in　Vietnam

during　the　Vietnam　War．　They　deployed　B52s　in　Okinawa　in　February　1968．

However，　the　initial　purpose　of　the　deployment　of　the　B52s　in　Okinawa　was

to　prepare　for　a　potential　crisis　on　the　Korean　Peninsula　The　deployment　of

B52s　and　the　campaign　for　their　removal　from　Okinawa　had　aR　effect　on　the

U．S．一Japan　negotiations　on　the　reversioR　of　Okinawa．　The　purpose　of　this

study　is　to　reveal　the　correlation　between　the　Okinawa　reversion　negotia－

tions　and　the　security　crisis　on　the　1〈orean　Peninsula．

　　In　1965，　the　U．S．　staged　a　full－scale　military　intervention　in　Vietnam．　The

Republic　of　Korea　（ROK），　an　ally　of　the　U．S．　decided　to　send　troops　to

Vietnam　in　1965．　This　became　a　factor　behind　the　annual　increase　in

provocations　by　the　Democratic　People’s　Republic　of　1〈orea　（DPRK）　after　the

latter　half　of　1966．　On　the　other　hand，　in　Ol〈inawa　and　Japan，　calls　for

reversion　of　OkiRawa　and　the　antiwar　movement　rose，　and　negotiations　on

reversion　began　between　the　Japanese　and　the　U．S．　governments．

　　Provocations　from　the　DPRK　reached　a　climax　in　the　beginning　of　1968．

The　Blue　House　Raid　and　the　Pueblo　incident　occurred　in　succession　This

security　crisis　on　the　Korean　Peninsuia　greatly　shocl〈ed　botlt　the　ROK　and

the　U．S．　governments　to　the　extent　that　the　U．S．　deployed　B52s　in　Okinawa

in　readiness　for　a　further　crisis　on　the　Korean　PeRinsula．　And　because　of　the

Tet　Offensive　in　Vietnam，　the　U．S．　began　to　fiy　B52s　from　Okinawa　to　attack

Vietnam，　so　a　large　antiwar　movement　calliRg　for　the　removal　of　the　pianes

arose　in　Okinawa　and　Japan．　The　first　election　for　the　Chief　Executive　of　the
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Ryukyu　Government　jn　Okinawa　was　scheduled　for　November　1968，　so　the

Japanese　government，　some　U．　S．　government　officials　and　the　U．　S．　Civil

Administration　of　the　Ryukyu　lslands　（USCAR）　feared　that　the　existence　of

the　B52s　would　have　a　negative　influence　upon　the　eiection．　Tkey　tried　to

remove　the　B52s　before　£he　election，　but　the　U．S．　military　authorities　were

tenaciously　opposed　to　their　removal，　emphasizing　the　situatioR　in　Vietnam

and　the　1〈orean　Peninsula．

　　In　the　ROK，　fears　for　the　safety　of　the　ROK　intensified　after　the　security

crisis，　aRd　some　South　Koreans　advocated　that　the　U．S．　should　relocate　U．S．

bases　in　Okinawa　to　Cheju．　The　U．S．　government　refused　this　move　because

the　cost　would　have　been　prohibitive．　On　the　other　hand，　the　Japanese

government　began　to　recognize　that　the　security　of　the　ROI〈　was

indispensable　to　that　of　Japan．

　　As　a　resu｝t　of　the　November　Chlef　Executive　election，　a　reformist

administration　was　formed　in　Okinawa．　A　week　after　the　election，　a　B52

bomber　crashed　there，　and　large　removal　campaign，　which　lncluded　tke

possibility　of　a　general　stril〈e，　occurred．　Although　the　general　strike　was

avoided，　both　the　U．S．　and　Japanese　governments　were　anxious　about　the

situation　in　Ohinawa　so　they　quickened　negotiations　on　OkiRawan　reversion，

　　On　the　other　hand，　the　ROI〈　was　apprehensive　that　Japan　would　insist

that　the　U．S．　bases　be　removed　from　Okinawa　when　it　was　returned　to

Japan．　Therefore，　the　ROK　strongly　insisted　tkat　the　U．　S．　and　Japanese

governments　not　weaken　OkiRawa’s　military　facilities．　ln　April　1969，　the

DPRI〈　air　force　shot　down　a　U．S．　Navy　Lockheed　EC121，　so　the　ROK’s　fear

about　security　iRcreased．　The　U　S．　aRd　Japanese　governments　also

recognized　the　importance　of　the　bases　iR　Okinawa　anew，　but　they　were

concerRed　that　the　ROK’s　approach　would　have　the　opposite　effect　on

Japanese　and　Oldnawan　public　opinioR．　As　a　result，　the　two　governments

guaranteed　the　ROK　in　secret　that　Olscinawa’s　base　facilities　would　not　be

weakened　because　of　the　reversion．

　　In　Okinawa，　after　the　avoidance　of　general　strike，　the　anti－B52　movement

remaiRed　quiet　for　several　months．　However，　in　July　1969，　an　U．S．　media

reported　that　poison　gas　was　stored　in　several　places　on　Okinawa．　ln

addition，　as　the　B52s　were　not　removed　because　of　the　downing　of　the

ECI21，　Okinawans　gradttally　lost　confidence　in　the　Japanese　and　U．　S．

govemments．　ln　October，　Kyodo　news　service　reported　that　a　few　B52’s

deployed　in　Okinawa　were　on　Nuclear　Patrol　over　the　DPRK　and　China，　so

OkiRawans’　distrust　increased．　Under　such　circumstaRces，　the　Okinawan
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Chief　Executive　strongly　insisted　on　the　“immediate，　unconditional，　complete

return　of　the　bases”　to　the　Japanese　government．

　　In　November　1969，　the　US．　and　Japanese　governments　explicitly　decided

that　Ol〈inawa　would　be　returned　to　Japan　without　nuclear　weapons　and　on

the　same　basis　as　mainland　Japan　by　1972．　However，　they　agaiR　assured　the

ROK　goverRment　in　secret　that　the　reversion　would　not　weakeR　OkiRawan

base　facilities．　This　was　also　the　first　embodiment　of　the　JAPAN－U．S．一ROK

triangular　relationship．　However，　the　U．　S．　and　Japanese　governments

regarded　the　Okinawan　residents’　movement　as　a　destabilizing　factor，　and

the　aspirations　that　the　residents　had　ltarbored　in　the　reversion　were　not

fulfilled．

A　Consideration　of　the　Military　Regulations　（Gunritsu　Okitegaki）

　　　　　　　　of　Hashiba　Hideyoshi　lssued　on　the　25th　Day

　　　　　　　　　　　　of　the　Sixth　Month　of　Tenshd　9　（1581）

by

OSHITA　Shigetoshi

　　This　article　uses　the　Hashiba　（Toyotomi）　Hideyoshi’s　military　regulations

igunritsu　okitegakz）　issued　oR　the　25th　day　of　the　sixth　month　of　Tensh6　9

（1581）　iR　an　attempt　to　consider　Hideyoshi’s　poiicy　toward　peasaRt　farmers．

The　followiRg　results　can　be　indicated．　First，　the　Oda　forces　were　hard

pressed　to　deal　with　the　M6ri　counterattack　aRd　the　uprising　of　the　／khi

forces　in　lnaba　and　eastern　H6ki’from　autumn　of　Tensh6　8，　and　Hideyoshi

was　piaced　in　a　position　in　which　he　was　forced　to　alter　the　situation

Moreover，　he　had　to　reverse　the　situation　by　the　tenth　month　of　TeRsh6　9．

Second，　food　supplies　in　lnaba　were　low，　and　there　was　the　danger　of　the

emergence　of　peasants　opposed　to　the　Oda　forces　in　the　region．　There　was

also　a　strong　possibi｝ity　that　food　supplies　would　also　worsen　in　eastern

H6ki．　Hideyoshi’s　initial　injection　of　large　numbers　of　men　and　horses　into

the　region　in　order　to　reverse　the　situation　might　exacerbate　the　food　supply

problem．　For　this　reasoR，　how　miiitary　provisions　aRd　food　supplies　for　his

forces　could　be　secured　seemed　a　vital，　unavoidable　problem　to　be　solved　by

Hideyoshi　before　he　could　introduce　troops　into　the　San’in　region．　Third，　if
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